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開拓地農家経替にpける農林提携

に闘する賓態調査 (1)

禰楽開拓地について
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助教授小闘隆棋
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序 雷

戦後緊急:開拓事業が閏策として取りJ二げられ，食糧増産，失業封策を旗じるしとして

強く要請推進せられ，すでに八星霜を経過したが，安定充賞した農家を創造して所期の成

果を上げるととは，現ー下のIII土台経済的情勢下に沿いては並たいていのととでない。

一般に農家経替と林野利用との闘連性の緊官なるはととに喋々するまでもないととで

あるが，林野ば農家の薪安材，時にまた用材の昧くととのできない給師、であるばかりでな

く，採草放牧地として家畜の飼料，敷藁としての牧野草を提供し，農家の自給肥料として

も最も理想的な土佐厩肥の生産に役立つとか， あるいは副業としての製茨原木を産出して農

家経済を豊かにするとか，更にまた林業賃働の機舎を輿えるとかの直接的物的効果はもと

より，耕地防風林，防霧林として農業牧穫の増産に資するのみならや，一般に防災林とし

て役立つほか，農家の土地保全上大きな貢献をして;j;，-I)，林野を切り離しては農家経替は

抱封に成り立た主主いといっても過言ではない。
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ととろで，戦後の開拓地はいろいろであるが，多くは不便な山村僻地に位置し立地的

保件悪しく，現在いわゆる耕境外にあるもので、あるから， とれを既耕地の線列にまで押し

上げ，d!>るいはまたとれを凌駕させるには， とくに枇合経済的生産僚件をと改善完備させる

ととが先決問題で，皆農，生活資金の裏づけはもとより，理想的な農家経皆形態やとれを

運替する合理的開拓技術体系の確立を期さねばならない。

北海道に必ける開拓地D農家経営形態としては， もとよりその立地保件に趨臨し童文種

のものが類型づけられるが，気候，土地をはじめ比較的劣悪な吐曾経済的環境の下にある

多くの同拓地に沿いては，各構成分子の軽重の度合に差とそあれ，農，畜，林の揮然一体

となったものでなければならぬととは自明の理でるり， との意味で北海道の開拓農家経営

と林野の結び9 きは，一般の既存農家及び内地の開拓農家に必けるものよりー屠密でなけ

ればならや，更に開拓の嘗初いまだ皆農の安定をみざる段階に沿いては，二本安製造とか林

業賃努働による現金l枚入の必要はますますとれを肯定せしめるものである。

本報告は戦後の開拓地として各方面よりその成果のみるべきものありと，忠わるる川上

郡標茶町字上多和の捕柴開拓地につき，その開拓管農賓態を調査分析し，その農家経営の

内部にゐいて耕種，畜産，村議の三者がいかなる有機的結合を保ちつつ普農が進められつ

つあるかを観察研究したものである。

調査は昭和28年 10月初旬に行った。

本調査に賞り，闘係資料の提供に協力せられた禰柴岡拓農業協同組合，標茶町役場，

北海道農地開拓部開係部課の諸氏に衷心より感謝の意を去する。

なお本調査費用の一部に北海道科撃研究補助金を充てた。

1. 輔鋳岡拓地の概況

1.位置

揃柴開拓地の行政匝域は川上郡標茶町字上多和である。本地は釧網線標茶騨よりほぼ

北方6klllないし 15klllに位置し東西の幅約3--4klllあり，別掲位置闘に示す如く不規

則友る形献を呈している。地面のほぼ中央を標茶市街より北進し虹別を経て西春別に通じ

更に西別に至る地方費道が縦貫している。

本開拓地は奮陸軍軍馬補充部川上支部のほ段、中央に位し，東部の大部分は釧路川の-

3主流なるイソチンベツ川をもって京都大事慣習林と境している。 との演習林も同様寧J馬補

充部の一部であった。なま子東南部は釧路川の無名支流により同演習林に連っている。

西部南牛は鎖11路川の支流ポンタワ川を越えて幅最も蹟く，西部北方はやや幅狭く，い

やれも多幸I~開拓地極に接し更にその西には熊牛開拓地がある。

東北隅は野付郡別海村の泉川開拓地と接し， ととより北西に斜めに約3klllぽ醤陸軍
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軍馬補充部の土闘いが境界をなしている。

なたとの地匿の南約2kmf土西宇都を猷如L，既越地方費道路の西側には細長な開拓

地が含まれている。

樹祭開拓地位置閏

争11 キ喪
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2. 泊草

本開拓地の沿革を尋ぬるに，本地域は約 18，伺O町に及んだ陸軍軍馬補充部川上支部の

一部であった。 との支部の設立は明治41年12月で日露戦争後ますます軍備を損充するの
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一環として行われたものである。放牧地は 17，的0町に及ぴ，・とれを 50敢個の/1、牧匿に分

ち，合飼は比較的短かく冬季は主に雲中放牧して強健な軍馬の育成を期した。本厩舎は標

茶に，分厩は多荊1及び磯分内にるった。現在も牧匝の土闘いは随所に見受けられる。

終戦後昭和20年 10月陸軍省より大賊省に移管せられ，号たいで全地開拓財産に編入さ

れたのである。次いで、道開拓計葺謀に沿いて本開拓地をも含め全地匝の開拓適地調査を行

い，地匝開拓計聾を立てや分割入績を貰施した。

本開拓地の誕生は昭和122年4月で， 前満洲園開拓研究所長の中村孝二郎氏が満洲開

拓闇員28戸を率いて入植したのが最初であるが，現在の入椋韓、戸数は56戸である。

なた現在までの離農者・は2戸でい示、れも昭和22年の入板にかかり， 中1戸は入植後

1年，ー他は 4年にして離脆したが，ともに家庭事情のため替農を中止したものである。

昭和28年入植の2戸は開拓賓習生出身である。

今標茶町の多幸11地匝にゐける開拓者の離農定着~た況をみるに， 昭和28年1月1日現

在で入植戸数268，離農112戸，定着156戸で離農至容は 41.8%であり，更に標茶町全管内

については入植904，首位農203，定着701r'で離農率22.5%で甚だ大である。
本開拓.地の離農率は4%に満たす=成績は極めて優秀で、ある。

3. 自然的理境

イ.地勢，土質，植生

本開拓地は標高60-148mで蹴して低いが，地匝内をタワJlI，その支流のキンマング

ワ川，イソチンベツ川などの諸川南流し更にまたとれらの各川は多くの分流を有する閥係

上千坦なあるいは綬斜のた園地は少なく，概して地勢起伏錯綜する傾きがあるが農耕適地

も少なくない。最南端のグワ川岸の雨側は比較的傾斜急:であるがその上部は墓地紙をなす。

グワ川の上流キンマンタワ川とイソチンベツ川との挟む;地帯はその西寄りに地方費道を通

じつつjなやむね裏地欣をと」乏し， との;地匝としては最もまとまった丘稜地帯が形成されてい

るがな必その間農耕不、適地も所々に介在している。

更にキンマンタワ川の上流地帯と地方費道との中間地帯は川沿いの低漁;地を除いた墓

地ほとれまた農耕、適地をなしている。更に本地匝の西南部ポンタワ川の雨岸に細長なー闘

の裏地が見出されるほか，キンマンタワ川の右岸一帯は地形入り乱れ急:傾斜も少なくなく，

いわゆる附帯地として使用しうるに止る地勢である。

本地域のこ1:質は摩周岳の噴出火山次と各種土壌が明らかな暦をなしている火山性土壌

である。すなわち表土第1屠は構椋質壌土約2寸， 第2唐は火山友約1.5寸，第3屠は壌

土約4寸，第4唐壌質棋土4寸，第5屠は火山友となり全体として火山友なE噴出物が土

壌聞に3回にわたり狭まれている。 問事長は凡そ表唐7-8寸ナを掘り起している。 土地は地



く54)

味比較的良好である。

川添いの低地は漁地帯にして低位泥表地をなすも面積少たく且つ簡単な排水により耕

地化しうる。

地匝に生育する樹種として最も多く現わるるは，基地においてはナラでカ'パ，アカダ

モ，イタヤ，セン，シコロ，ャチダモなどを混じな必ドロノキ，ヤマナラシなどあり，太

きは30"，40cmに及ぶものもあり生育概して良好である。 -'11岸の低地帯にはハンノキを主

とLカワヤナギ，パツコヤナギ，グラ Fキ主主芝生育す。針葉樹は植樹せるもの以外見られ

ない。現在残存する林相欣態並び、に開墾地にま云いて鹿理せる抜根のAAi兄より，曾つては大

f草木もあり相賞の蓄積を有し林相も比較的良好でるったと想像される。奮寧馬補充部時代，

昭和17年2月現在の蓋帳によるととの地匿を含めた全多手11闇地全体に必ける推定蓄積は

約82高石で平均1町営り約260石となり， 開拓計査課の誼地調査の際にはとれだけを残

存していなかった如く報告されているが，特に林相の良好なる個所は 300-400石を越し

ていたと思われる。

下草はミヤコササを主としイタドリ，ヨモギ，カヤ， イラクサ，ヱゾイチゴ，ナナツ

パなど生育し}llj芋の低地にはヨシ，スヂな左がみられる。

ロ.気象

繭柴開拓地最寄りの気象観測地として標茶市街があるがととでは標茶高等墜校及び、標

茶町役場で簡易な観察を賓施し.ているにすぎない。 開拓地は標茶市街より最短6km，最

逮 15kmに及んで、はいるが既越の如く標高も高くなく地形も概して複雑で、ないので黛温な

ど標茶町と甚だしい注いはないと足、われる。標茶の記録のない要素については中標津の分

を参考のため掲記する。

a. 平均気温.

標茶，中標津の気混とともに参考のため各地の気温を示すと第1去の如くである。

'i 1表平均気温

月別 I~ I 2 I 3 I 4 I 5 I 6 ! 7 I 8 I 9 ， 10 I 11 I ]2 ，年
札 幌 -0.3 -5.4 -1.6 5.2 10.5 15.0 19.3 21.1 16.4 9.9 3.2 -3.2 7.0 

平詳 慶 -10.4 -9.3 -3.9 4.1 9.6 14.0 18.1 19.7 15.0 8.3 -1.6 -3.0 5.1 

釧 路 -7.1 -6.7 -2.5 2.7 6.6 10.7 15.2 17.9 14.9 9.4 3.4 -3.4 5.1 

根 電 -5.0 -5.7 -2.5 2.8 6.4 10.0 14.3 17.2 15.3 10.6 4.5 -1.5 5.4 

標 茶 -9.1 -8.1 -2.8 3.8 日.5 13.7 18.2 2u.l I 15.8 -5.2 4.9 

中標津 -9.1 -8.6 -3.7 2.7 8.3 12.8 16.8 19.5 I 15.4 3.4 -4.3 5.0 

一般に根釧地方はオホーツクj俸と太平洋に両し地形上から暖寒流の交流する海洋性気

象の影響を受けるため夏の気温は低く多は比較的高い。
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石狩十勝に比較すると 1-2月の厳寒期には札幌に比し根室は却つで高く{fJ11路とほぼ

同じである。内陸地方の中標津，標茶は低いが帯康に比すれば遥かに高く 3月以後は他地

方が急激に温度の上昇するに封し根釧地方は一般に上昇緩慢である。

最も闘係の深い農期間の気温は標茶は札幌帯康に比しfまいが鎖11路，根室，中標津より

はやや高日でるる。

9月以降帯康では気温急降下するも釧路，根室，標茶，中標津は緩やかに下る。

ととでは掲げないが，最高最低気温も大体との傾向を示す。

2主主旨開拓地に必ける降霜は一般に9月下旬より 5月中旬といわれるが本年の早霜は 9

月初日であった。また標茶では昨年晩霜は6月3日， Jt'-霜は 9月28日で開拓地は標茶市

街に比し無霜期聞は約1週間短かいとみられている。

b. 日照時数

標茶についての観測数値はないが根室， {illl路及び中標津のそれより大体推定されうる。

根釧地方における日照時裁は1-3月は帯蹟よりは少ないが札幌よりは多く， 4-10月

の農期聞にたいては札幌帯蹟に比し遥かに少たい。中標津でほとくに然りである。 11-12

月は札幌より再び、多くなり海岸地方は内陸より多照なるも帯庚に比し少なく中標津ほとく

にそうである。

第2去に各地の日照時教を示す。

，'2表日照時駿
月別 1--1r2 1 3 14--1 5 1 6 1 7 1 8 1 9 1 10 1 11 1 12 '-1合計
札 院ー 94.4 113.6 158.6 195.6 201.9 197.1 187.3 195.4 164.7 161.0 98.6 85.7 1854.3 

脅宇 慶 186.9 186.0 229.1 219.5 204.9 171.7 150.5 150.5 145.9 181.7 168.4 172.0 2166.2 

根 室 145.2 154.1 196.5 193.2 184.9 152.1 143.5 141.9 150.3 169.7 141.2 141.0 1912.8 

録。 路 183.4 177.2 208.0 200.3 178.7 144.0 ]26.2 135.9 148.9 180.3 168.2 169.3 2018.8 

中標津 136.5 148.2 157.5 158.0 146.0 129.2 130.9 139.5 114.1 107.5 1590.6 

C. 降水量

中標津にゐける観浪Ilfi立を上wると第3去の通りである。

月別 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 61-7-1 8-1-9-1 10 1 11 I 12 1←附| 年

、降水量131.01弘 01叫叫叫 ω0111叫
4， 5， 6月は根室， {illl路よりやや少ないが7-11月までは幾分多い。

d. 降水日数

中標津に沿けるものは弐の表の如くである。
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札幌，帯債に比しとくに農期聞の降雨日数多くしたがって農期聞は他より低温の悶を

なし各種作物の牧貴品質に概して悪影響を興える。年降雨日教は札幌135EI，帯蹟105EI 

である。

e. 霧日数

一般に根錫11地方では晩春より初秋にかげて太平洋上に護生ナる濃霧が南風にのり，沿

岸地帯から時に内陸に建ーするととがある。霧日敢は根室町は 103日， {OII路市は 108日で最

多であるが標茶，中標津はその牛分以下とされる。

f. 積雪量その他

最深積零量u主1.5m内外で積雪期聞は12-3月で融雪期は4月末-5月上旬である。

4. 世曾粧漕的積境

イ.交通，通信，市場等

開拓地内のやや東寄りに，標茶市街より北上し;来たり虹別市街に通じ更に西春別に

延びている地方費道が貫通している。道路はすでに古く建設され補修も行き厨き勾配も拐、

く友い。標茶市街と西春別市街聞には岡管パスが1日2往復運縛されている。標茶市街よ

り開拓農協事務所前停留所・まで10km，所要時間30分で運賃は片道40闘である.鞍後の

開拓地内乞園皆パスが通ヒている所は道内にも珍しく，交通上非常に息まれている。た治

現在開拓農協にて鹿理.せるクリームはとのパスにより標茶騨に搬出しているが， そのほか

パスの利用度は甚だ高い。パスのほか各種業務用のトラックが1日に教団地医内を通過し

ている。パスは冬季積零深き期間ほ運轄を中止する。

，郵便物は現在近接の別海村泉川の開拓者が集慨を勤め毎日間協事務所で連絡する。 日

刊新聞は普通市街地より 1日、遅れる。

開協事務所で、は標茶の放送文化協合に加入しラジオ共同聴取施設があり，標茶町より

の連絡事項もとれを通じて行われる。

生産物の販費，生活物資並びに生産用諸消耗品関係の最寄りの市場としては標茶市街

がある。 標茶市街は人口 4，600を擁し庇舗も整い開拓者ほ日用品の購入はほとんどすべて

とれを利用するが特殊友る場合には釧路市に出る。地直内には一軒の商府もたい。標茶へ

の交通が便利なため大きな痛痔ほ感ビてないようであるが，購買組合を設け必需品を確賓

廉慣にいつでも入手しうるようするのが望ましい.現在主食f:r.e.'は便宜上開協にでまとめ
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て取り扱っている。

ロ.保健，衛生，教育，その他

佐宅については入植後1-2年は各部落ごとに (4-7戸)簡易粗末友る共同居小屋を利

用したが，現在ではほとんE本格的の建て方で，その多くは周壁を丸太材にて積み重ねそ

の隙間を泥土，綿，ボロなどにで寒ぎ天井も多く木材を用いその上に笹更に鋸屑を敷くと

いうようにし，室内の餓板ストープの使用とともに保温効果を狙っている。原料材の容易

にえられた酷から首然とも思われるが冬季低温主主地方として燃料節約に役立つととが大

きい。

飲料水並び、に用水は到るととろに清流あり， とれを利用しているが水質水量ともに良

ー好である。 只家屋の位置から井戸水笠利用するものも敢戸ある。深さは20m内外で時に

30mに及ぶものもある。

現在開拓者の学教は搾乳牛を有し，牛乳の自家消費量も 1日5合-1升に及び，自家

産卵の使用と是もに開拓者・の:伝祇な柴養源となっている。

照明は主として石油ランプを使用している。風日桶もほとんど各自で備えている。

一般に開拓者の衛生紙態は可良であるが地匝内には保健，治療施設はたい。標茶市街

には道立保健所 1，診療所3，歯科署院1などがあり随時とれを利用している。

教育施設としては標茶町立禰柴小皐校及び同町立標茶中謬校繭柴分校の2あり，生徒

数は前者は30名， 後者25名， 合計-55名である。職員はノj、製校で、は校長夫妻が教ー育に営

り，中島書校は男女各1名の教員あり先の校長も粂任す。設立は小壊校は昭和25年， 中毒星

校は翌26年である。

文化圏休としては若葉台(青年食入繭柴4Hクラプ，鈴蘭合(婦人舎)などがあるが

若葉舎は 4Hクラブの設立に件ない解消した形となっている。ともに部落の文化向上と親

睦を目標として運動舎，映弱含などの催しを行っているほか著しい活動はみられない。

枇合的施設の1として禰柴神世設立の計聾がある。すで、に開協事務所裏手の小高き景

勝の地に敷地をトし 1-2年中に剥:屋建設の議定で、ある。現在ととには満洲開拓事業に壷

すいした人格者山崎芳雄氏の記念碑が立っている。開拓者中にはラジオ某同聴取をしてい

るものもある。また日刊新聞のほかに，酪農講座，デリ{マン，週間誌などを聴講してい

るものも数人ある。

5. 土地及び住民

本開拓地の土地線、面積は2，350町でとのうち個人割宮地は 1，100町， 繭柴開拓農業協

同組合所有(いわゆる共有地)1，250町である。友会別に開拓地内の道路，河川用地主主E公

共用地は361町を占めている。
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個人割営地ぱ1戸首り 20町で， とのうち開畑見込面積と採草放牧地， 薪茨備林な~'

中甘帯地はほぼ相今ばナるものと足、われる。営局賞初の企聾した経管規模は畑8町，宅地3

反，薪長林採草地11.7町，計20町であった。

組合所有地はその地勢より土地の保全上開畑不適地で， とれらは主としていわゆる附

帯地的性格を有し，森林の造成維持ないし草生地の設定により土地を保全しつつ主として

薪炭材や用材を産出し，同時に牧匿を設けて共同放牧しあるいは採草地として活用さるべ

き土地である。

標茶町管内開拓地中，個人割宮地のほかに部落の共有地を有するのは，官軍馬柿充部

月1地の多幸11及び、西熊牛園地に入縦したものだけである。 とれば地勢上濁立して開拓の用に

供しえや，可耕地に附帯して有効に利用せんとの意と忠われる。結局共有地を合し本開拓・

地の1戸営り経費面積ほ現在約40町となる。

前に沿革の部で述べた如く，本開拓地の入椋は昭和22年4月が最初で， 引き績き入

植が行われたが， 土地の買渡しは昭和24年にはじめて行われた。 いま土地の取得を年度

別にみれば第5表の如くである。

第 5表土地取得閥係

取も 個人事i常 開拓農協 会計

面積債格面積|債格面稜債格

昭和22.2 I 509ふoI 66，979 834.5.8 I 60，144 1，344.0.8 I 127，123 

グ 25.2 I 144.5.5 I 15，749 144.2.5 I 11，981 288.8.0 I 27，730 

11 25. 11 I 16.3.0 I 2，628 一一 16.3.0 I 2，628 
グ 27.3 I 2Q8.2.7 21，130 272.2.1 I 24.016 480.4.8 I 45，146 
1/ 27. 7 I 220.9.2 I 24，543 ーー 220.9.2 I 24，543 
合計 1，099.5.4 I 131，029 ，251.0.4 96.141 2，350ふ8 227，170 

組合所有地は本地匿の中央西宇部キンマンタワ川の右岸に大困地をなすほかは個人割

首地聞に随所に散在しているe

入植賞初はZ戸賞り 15町で後更に 5町を増したが， 地割りの闘係上1人の所有地は
2-4筒所に分散し性居地より遠く離れ左かには片道数十分を要ナるものもある。 土.地

の交換分合は管理上，勢働生産力の増進J二営然行わなければならたい。

開拓地はその下部組織として 10部落よりなり，各部落は 4-7戸より構成される。部

落員はその地区内に分散して居住するも 1部落のみは用水の闘係上集間的に居ーを楠fえて

いる。

本開拓地の開拓者現在戸数は 56戸，人口 259人(男138人，女121人)である。いま

年度別に入植戸数をみると第6表の如くである。



第 6表 左手度別入植戸数

年月 四22.41昭錨 61昭沼 71 昭23

U斗ム241 2 3 1 1 1 ， 1 • I $ 
〔備考〕 離農者1戸は昭和23年 1戸は 27年である。

( 59 ) 

市計現在期
「一一一

入植者は大部分満測からの引場者で復員者，府牒のご，三男を合しでも数名にすぎ

ない。

なたi繭桝引揚者の過!f.をrliむるは輔柴開拓国員で，本開拓地が輔柴の名を冠するゆえ

んである。(入植者の前歴匝分は後述繭柴開拓協同農業組合の項参照)

三たに家族教別戸数及び人口の年齢階別性別構成をみると第7表及び第8表となる。

.7表家族駿別戸殿 第 8表 性別，令階別人口

家族験 戸戴・(戸) よι??| 計{人)

1 4 。-5 33 32 65 

2 3 6-10 7 10 17 

3 7 1l-15 22 11 33 

4 17 16-20 13 14 27 

5 8 21-25 11 12 23 

6 8 26-30 7 8 15 

7 5 31-35 7 7 14 

8 2 36-40 7 16. 23 

9 。 41-45 13 7 20 

10 1 46-50 12 2 14 

11 1 51-55 3 。 3 

合計 56 56-60 1 1 2 

61-65 1 。 1 

不詳 1 1 2 

合計 138 121 259 

家族教は4人が最も多く 17riで，弐は 5人及び、6人の8戸で王子均は 4.6人でるる。
また性別では男ほ女より 17名多く， 年齢的には 15歳以下は 115人で45%に近く茜

だ多いが， 50歳以上は 8人にすぎない。すなわち批年者が過牛を占め稼働力の大きいこと

を示している。

6. 政府費金並びに補助金

開拓者は入植の蛍初自己資金を有するものは稀で，多く政府資金並びに補助金によっ
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て皆農に従事しその生活を維持している。

政府資金はいわゆる開拓者資金融通法に準擦して貸出さるるもので，長期費金と中期

資金に分れるが，本開拓地では長期資金にのみよっている。長期資金は一蹴資金(替農資

金)，二披資金(住宅資金であるが現在慶止されている)，三披資金(共同施設資金)に分れ

る。」続資金は 5年間無利子据置， 15年賦均等償還により年利は3分6厘5毛である。三

披資金は 1筒年無利子据置， 15年賦均等償還，年利3分 6厘5毛であるが本開拓地で、は・

披資金のみを利用している。いまー披費金につき種類別年度割にその借入金捕を示すと第

9去の如くである。

元九|
一般轡農{現金)

農 機 具

家 審

土壌改夏資材

合 計

昭和23

(国)

J，130，000 

146，657 

380，100 

1，656，757 

第 9表借入政府資金

HN和24

{闘}

528，150 

246，515 

366，668 

1，141，333 

昭和25

(恒lJ

176，390 

、68，500

140，000 

384，890 

昭和26

{園)

67，400 

140，000 

515，000 

124，105 

846，505 

和HN27

(園)

91，800 

13，000 

150，000 

96，610 

351，410 

合計

{園j

1，993，740 

614，672 

]，551，768 

220，715 

4，380，895 

昭和23年より 27年にわたる 5年間jの融資総額は 438高闘で，現在の開拓農家1戸営

りにすると 8高岡弱となる。 償還は28年より開始される。

ー披資金の入頼者への貸付は普通入植後3年で， その 1戸営り限度は物憤ベースの上

昇につれて饗議して来たが，昭和23年度入植5.5高閲， 24年度7.2高闘に比すると，大体

との標準を越えて融資されている。因みに28年度の貸付限度は 18高闘である。

上記各資金中一般模農費金のみが開拓農協組合を経て現金で、貸出されるが，他のもの

は農協あるいはその連合舎などの指定取扱機闘の手を経て現物が支給される。すなわち後

者については融資金は道より指定金融機関にー先歩預け入れられ，農協などにて現物を開

拓者に斡旋してその代金をと金融機関より受取る。農機具などの場合農協など取扱機関は

6%の利鞘を取得するも，却値で扱う故IJ、買慣格よりかなり廉債である。

号たに現在に至るまでの輔柴開拓農業協同組合員に封する住宅補助金につき第 10去を

掲げる。との表の数字中には上多和地匝外の2名及び:離脆者1名の分も含まれる。

住宅楠助金は建坪 10坪に封し支給され，との額は年度及び建築費により異なってく

る。との闘係は第11表の如くである。

弐に現在まで、に本開拓地に支出された開墾補助金は第 12表の如くである。

G 
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第 10表住宅補助金

住宅建 入植 入植
坪殿 補助金 頁携金 線、 額戸鍛: 補金繰

設年度 年度
(戸I (坪) (国) (固) (園) {闘囲j

昭22 昭 22 10 300，000 525，400 22，540 4，378 

昭23 昭 22 27 317.5 1，890，000 1，313，350 3，203，350 70，000 10，089 

昭24 昭{23 J18 2 100.0 450，000 601，000 1，051，000 45，000 10，510 

昭25 昭Ii2224 1i2 5 71.5 360，000 413，300 773，300 51，429 10，815 

附26 雌(1I22242 3 30.0 180，000 275，150 455，150 60，000 15，172 

昭27 昭J12228 33.0 185，000 690，948 875，948 92，500 26，o44 

〔備考〕 表中頁櫓金とあるは個人質婚の意である。

年度

第 11表 年度別住宅補助金

1戸賞り補助金の範囲{園}

昭和22年

昭和23年

昭和24年

昭和25年

昭和26年

昭和27年

18，300 -28，900 
70，000 
45，000 
50，000 -60，000 
60，000 
90，000 -95，000 

第n表開墾補助金 28. 12. 26現在

度
↑

2

3

4

5

年

一

2

2

2

2

年度

己記:J

該蛍面積

{町}

39.58 

40.60 

55.34 

196，008 
797，880 
294，106 
1，356，740 

該管面積 11 

{町

16.70 

32.70 

30.52 

51.51 266.95 

〔備考1) 22及び23年度は岡替開墾で繍築関脇分としては不明のたdb，22年度は多和金地l孟

の授、金額1，065，602岡，平均事業費町賞り 11，737固及び本聞協分開墾面積16.70町よ

り，叉23年度は同様純金額2，472，452国， 平均事業費24，400国及び開墾面積32.70町

より按分計算により求めた。

〔備考2) 24及 25年度分は虹別地匝E.の分と合主主された穀字より該常面積分を差引きこれも同

様按分計算によったa

〔備考3) 本表の開墾面積は補助撃す象となったもので，本文m，1の開墾状況の項の開墾面積は
関協の調査殿宇で (27，28年を除き)多タの相異がある。
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7. 政府車替による施設

現在までに政府直皆により施設をみたるものは農道4本，延長10km，総工費338高

6千固である。そのうち釧路支臨捨営分は2本4km，開設局員捨2本6kmで，とのうち

1本は今年の築遣にかかる。左足必来年度道開護局員婚にで5本 13kmのエ事を格ればー鹿

農道の完了をみる強定である。

2主主云公費による工事として部落内山形班に深さ 20mの掘抜井戸 1本を備えた。

ll. 標茶町の農業生産概況

債く根{fJ11原野地帯に会ける理想的農業経骨形態は，主として気象僚件や土質，土壌の

闘係より主畜農業に置かれている。根錫11原野の一隅に位置する本開拓地の行政母体たる標

茶町もとの範酵を出でない。

標茶町はその蹟域東西15里，南北15里15町， 面積60方里に及び世帯数2，631，人

口14，000入者と有する。

農家教は専業 (422戸)兼業 (875戸)を合せ1，300戸に及び総世帯数の8割を占む。耕

地線、面積は 9，000町で1農家平均7町である。昭和27年の作付反別は 4，660町にて生産額

1億2千3百高闘を算ナ。 工業生産額は 11憶に達ーするも， 砂瞬をはじめほとんどすべて

農産加工品がとれを占めている。大家畜たる牛馬の飼養頭数は合せて4.900頭で， 別に搾

乳量7，500石像(約3千高闘)あり。林産額は9千高国主主るも民有地よりのものは多くない。

また水産額は460高闘である。

かくて町の各種生産額を通じて標茶町が酪農を加味した農業を主軸とする黙がはっき

り認められる。

本町の開拓護展道程には迂飴曲折るり，明治の中期以降農産よりはむしろ鱗産，水産，

林産を封照としての開設にみるべきものあり，人口の増加をみたるも，諸官署の新設ない

し韓臨常ならや，明治の後期には村勢頓に衰うるの紙況を呈したが，明治42年12月軍馬

補充部川上支部の標茶に置かれ，集治監の建物並びに用地を陸軍省所管に移して再び戸口

の増加を:示しきたった。大正年聞には諸地域に移民来桂し，産業上漸く将来の護展が約束

された。昭和2年釧網線の釧路標茶間，昭和6年標茶網走聞の開通により護展の兆を示し

たが，気候の不順，土地の肥料不足のため穀裁農業の依賠を暴露して多数の・離農者を出せ

るととあり，昭和 11年には字磯分内に北海道興業株式合枇 12年磯分内に北海道製構株

式合祉の工場 13年には標茶ルランに帝閤織維株式合枇の設立あり， 更に同年には標津

繰開通しますます護展の機運を強め， 昭和20年経戟とともに軍J馬補充部は陵止され， そ

の用地は標茶農業高等皐校の設立にあるいはまた開拓移民の入植地などに充てられ，一新
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した酪農村としての形態を整うるに至った。

その後は連年多数の入植者を迎え，標茶町世帯数の5割注占むる農家の6割徐は戦後

開拓者の占むるととろとなり，標茶町の農業は開拓者農業と稿するも敢えて誇張の言で、な

く，嘗路の皆農指導や酪農奨働方針の徹底と相侠ち， ととに奮態を脆した新しい経皆賓相

が展開されつつある。

昭和27年標茶町の主要作物別作付反別を表示すると第13去の如くである。糖、作付面

積は4，660町で1戸嘗り 3町6反となる。

去から飼肥料作物の作付面積の大きいととやピ{ト，亜麻などの特用作物の作付が目

立つ。

ヨたに標茶町管内の全開拓地についてみると，昭和28年2月現在，入植現在戸数683戸

で営農計葺面積1戸賞耕地10町7反，採草薪茨林地7町6反，計.18町3反となるが，同

年の作付組、面積は 2，049町で耕地計葺穂、面積7，290町の2.9割弱に嘗り， 1戸営り約3町の

作付けにすぎない。前記標茶町全体の3町6反に比し小さく，且つ開拓者治ほとんど専農

なる賄よりなたさらであるが，開拓後未だ年惜し充分主主開墾作付まで進んでいないとと

が知られる。ヨえに主要作物別に作付面積をみると戎の如くである。

第 14表 標茶町会開拓地の作物別作付面積表 {昭和28年 2月)

ソ楽

ζれを前掲町会体のものと比すると飼肥料作物が格段に少友く， 自家消費作物に重き

が置かれている。換金作物はビートはやや少たいが亜麻は特に少ない。開拓農家が自家用

食糧生産に忙しく，家畜類もまだ充分飼養する域に到らや，特用作物に手を延ばす官余裕が

足りないととを示している。

llI. 蘭接開拓地の醤農概況

1.開墾の蹴況

本開拓地では，昭和22年3回にわたり現在戸数 (56戸)の過半 (48戸)が入植したが，

畜力機械力ともに不充分で、あり，一方極度の食糧難のため営初の開墾はほかばかしからすち
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開墾により伐採掘取された豊富なる木材を使用しての木表製造に従事し， とれによる現金

牧入を拳げて危機を克服して進んだが，その後，耕馬の頭数も士宮え開墾用プラオなEも入

手されて開墾も順調に進み，現在では開墾線、面積283町に及び線開畑議定面積550町の約

5割 1分飴に達した。

年度>>u I 22 I 23 1 24 I 25 I 26 I 27 I 28 I合計卜戸刊

開智積|川

なた27年度では総面積228町歩1戸千均4.3町， 26年度ではそれぞれ187町， 3.6町

であった。

標茶町全体の開拓地について耕地珠定面積7，290町に封し， 28年2月現在，耕地面積

2，507町(格戦前よりの自己耕地28町を含む)で開墾率35%に満たすヘまた1戸平均で

は3町7反にすぎ友いのに比すると，開拓地の開墾速度がかなり大きいととが知られる。

現在では各戸とも耕馬乞所有し，開墾用プラオは共闘舎にて共同所有し，共同にて使

用，開墾面積1反につき20-30閣を使用料とじて操出保管し， 機械の修理， 新規購入の

査に営てているb耕J馬も必要に鹿ヒ開墾用に融通し合っている。開墾後の抜根は畜力によ

っている。

2. 嘗農及び作付棋況

本開拓政定地は， はじめ適地調査のとき5町歩十つに分割し 1戸営り替農面積15

町歩とされ，首時まだ地匝開拓計置の樹立をみや，いわゆる分割入植によったのであるが，

1戸の割営面積は必やしも 1園地を友さや2-3箇所に分散したものが多く， 更に後， 経

費面積の20町とたるに及びますます所有地の分散を結果した。 営時としてはやむをえた

かったととと思われるが，ー臆開墾もほぼ完了し土地の整備を候って交換分合の底置が取

られねばならゑい。

本地匿としては入植営初より主畜農業経替に目標が置かれ，指導麿の周到な計聾と熱

心な推進の下に先や生産力の横充増進を期し，例えば電気照明の如き文

とし7たC。開拓農業経皆の推進圏体としての開拓農協も入植翌年に設けられ，飼養家畜類も

著増し，一方便利なる交通闘係に息まれ生産品の有利に底置さるる篠件下に大体順調な皆

農朕態がみられ，将来に封ずる明かるい見通しが約束されている如く観察される。

営開拓地の主要作物は標茶町とほとんど同株で，馬鈴薯，萎類，豆類，雑穀のほか，

飼肥料作物，エンバク，特用作物たるビート，亜麻，その他蔵菜類である。特用作物と馬
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鈴薯(主として種芋)，雑穀の一部を販費するほかナベて自家消費に供される。

内友会昭和28年の作付理定総面積は230町19で1戸平均約4.3町でるるが 1戸営り

最大は 8;5町，最小は 1町に充たないがとれは特例である。

昨年度の標茶町全体白農家1戸営り作付面積は 3.6町， 町管内開拓地全体の 1戸賞り

作付面積は3町で，本開拓地の作付面積のかなり大きいととが知られる。

今年度の作物別作付孫定面積は第 16去の通りである。

、なた今年の作付議定面積は昨年まで、の開墾面積の9割5分飴である。

第16襲 開拓地の伶物別作付面積

作 物 |馬鈴薯|豆類 維 ノマク 軍医類 作持 周物 罪宮|緑肥Ikb他 計

2712lr 面 積!町) 22.95 24.63 25.54 '1.12 230.19 

準(今年度開 9.9 10.'1 14.3 I 6.3 11.1 3.1 100 
、-圃園園、，ーーーー・4

比 昨年度(%) 15.9 9.3 30.8 13.4 3.2 2'1.9 100 

〔備考1) これは音量定であって賞施したものとは同一でない。たとえば特用作物についてはピート

9町45，亜麻1.4回r，合計10町85でこれは今年の低浪気象をしん酌して安全作物なるピ
ートを増したことによる。

〔備考2) 多類は春蒔火事惨， 'F多，課多，秋・蒔，]、多， ライ夢。
豆類は大豆，小豆，楽豆，エンドウ，その他。

特用作物はピー Fと運腕。

雑穀はトーモロコシ，ソバ，イナキピ，渠，陸稲，爾瓜。

飼料作物は禾本科牧草，クロパー，根楽頬，ヂントコーン。

今年は昨年より飼肥料作物の作付比率の大きいととが看取されうるホ，家畜の増加に

よる飼料の増産，縁肥による土地生産力の維持増進の黙より好ましい現象である。特用作

物は 2竿を通じて費化なく(今年の賓際の作付面積が表示の数字より大なるほ前に慣れた)

全体に封ナるウエfトも小さいようであるが，作付面積の増加による現金牧入増も重脱さ

れなければならない。なた馬鈴薯は昨年に比し6%減じ雑穀類も約10%乞減じている。

作付比率の最も大きい飼料緒肥作物を合してその作付面積は 91町に建L. 1戸平均 1

町7反となり 1戸の最大作付面積4町6反に及ぶものがある。(例外的に1戸は飼料作物の

みで6町5反作付している)

本開拓地に沿ける各種作物の反営り収量については，換金作物たるピ{ト，亜麻更に

種馬鈴薯については後述するが，他の作物については標茶にゐけると大同小異である。い

ま標茶町に長けるものと標茶町管内開拓地に烏ける作物別反牧を表示すれば第17表の如

くである。
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第17. 標茶&.び様茶町管内開拓地作物別反嘗牧穫量

よ?で 小豆 楽豆
トーモ エン

馬鈴薯
イナ ソ ノず 車廊 ピ日ト

ロコジ ノマ ク キピ

機} {俊) {後L {俵) {俵) {俵:) {後) (斤) {斤}

標茶町
1.6 1.8 1.8 1.8 1.5 2.0 18.0 1.7 2.0 280 . 2，4∞ 

全体

開拓地 2.0 2.0 2.2 2.2 2.2 3.0 16.0 2.2 1.8 3<m 2，687 

標茶町全体と管内開拓地との反営り牧量よりみたる生産力はiほとんど同じかいくぶん

開拓地の方が良い位で，ピートや亜麻は開拓地の方がやや優れている。

Z主主量今ギは低温により標茶町管内としては大豆， ト{苦ロコシ， イナキピは千年の 3'

分作菜豆は 5分作，萎類，ソパ，ピ{トはともに 8分作，亜麻は9分作怒るも馬鈴薯，

エンパクは普通であった。繭柴開拓地はj馬鈴薯， ビートはほとんど影響を受けなかった。

ついでに標茶町に烏ける調査時の農作物慎格は次の通りである。

3. 調築開拓農業協同組合

ピート
(100斤)

{園)

3，300 

本組合の設立は蝿柴開拓地への第一弐集圏入植の翌年， すなわち昭和23年8月で，

設立営初に沿いてその地直は川上郡標茶町多和園地のほか，同虹別園地，野付郡別海村泉

川園地の2を含み，組合事務所は現在の如ミ標茶町字J二多和に置かれた。多和園地以外の

2地匿に沿いてはその後入植者の増加を来たし， >>IJ I'C聞協を、設けたる結果，現在で、は前記

2園地各I名宛の組合員を残すのほかは全部多和園地の定住者をもって組織されている。

昭和27年6月現在に3なげる組合員は 59名で、組合員の出身勝別は弐の如くである。

耐豚 IUl形 I:東京|新潟 I:岩手 l長野 l合計
戸殿 I 31 1. 5 I 13 I 9 I "1 I 59 

また組合員D前憾匝分~ìl満洲引揚開拓者 52，復員者 3，その他満刑引揚者2，府勝二・

三男2，となっている。更に満洲引揚開拓者の内諜は，繭柴開拓圏員29，その他←般開拓

国員 14，青少年義勇隊員訓練所出身9となっている。

満洲引揚開拓者と稿するも，自ら皆農勢働に従事した経験あるものは極めて少ないが，

開拓事業に間接的に闘連をもちとれに理解深<，格戦後のとの緊念開拓に心身を折ち込ん
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で立ち上った熱意るる人々である.

開拓農協の目標はいうまでもなく紺合員協同の下に組合員の開拓農業の生産力の増進

と経済的，枇曾的地位の向上をはーかり開拓の目的を達成し，併せて圃民経済の護展に寄興

せんとするものでるる。

本組合は出費組合で，組合員は出資I口以上!を持たなければならないーしかし200口

を越えるととはできない。!出資1口の金額は 100闘で金額一時梯いである。現在出資綿口

数は 2，400 で~àうる.

本組合の事業としては組合員の事業及び生活資金の貸付や組合員の普通貯金や特別積

立金0受入れなどの信用事務，農業経費に必要な物費，ナ1i1Oち種子，肥料，俵，夙，縄

その他の供給から組合員の生産物資の運搬，加工，貯臓または販賓，協同利用施設，その

他組合員の知識白向上をほかるための教育や組合員に封する一般的情報の提供に闘ナると

と等々である。

現在組合の産業協同施設としては，・穀物加工工場1箇所，共同牛乳底理場(集乳所)

1箇所がある。なゐ，とれら事業を麗理するための間協の組織は弐の通りである。

繭柴開拓農業協同組合組織表

総務部 自治委員曾

事
感農委員曾

農村工業協係

組合長」
l財管部 {組財合管共委員曾

有地関係

常務理事
共防組合職員

役 員 曾
1理事 8名

{監

監事 2名

事〆舎

〔備考〕 共働組合とは本開拓地の様成官官落として総駿10あり， その各々に共働組合を設

け各部務員協同して瞥農にはげむと共に直接関協との連絡にあたる。

号えに本開協の活動紙態者三窺うため，昭和27年末の貸借封照閥係をみるに， 資産， 貴

債額は 1，450荷風で， 員債については開拓者責金借入金1，052荷風， 普通貯金及び特別積

立金合計350高闘， 出費金24高闘が主要たをとろで， 一方費産献態は開拓者費金貸付金

1，042高闘イ組合員1入賞り 177，000闘)，貸付金175高闘，各種預金79高岡，土地建物施

設物など 80南国その他となっている。

更に同年度の損益計算般視は， J校入縛額83高闘で，利息23高田，販費牧入21高岡，

組合費18高麗1¥，賦課金9高岡，購買牧入8高闘その他とたり，一方支出は82高4千闘世
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人件費が最高で、42高闘， 支梯利息13高闘その他で牧支主主引痢j留守金5キ闘と計算されて

いる。

本組合本年度にゐける費金詐壷並びに貸付方針にワいては，組合の活動をほかるため，

組合の自己資金を充賓するとともに，借入金の返済を確賓にするため，従来から行って来

た共同販寅賓上代金に封ずる 5%の特別積立を績行するとともに，本年度は開墾補助金の

2割を積立てる。との特別積立金をと?優遇するため，その利率を年利8分から 1割に引上げた。

組合員に封する貸付金についてはその回牧を確賓にするため，返済引嘗のある貸付金

と妓賓前渡金制度を努めて活用している。とのため貸付利率を日歩3銭に引下げる。また

組合員に封する貸付限度は組合員の経替棋大に伴走Eい従来の組合員1名嘗り金15高闘に

引上げた。

更に事業面では購買販賀事業の横充をほかるとともに， それぞれの連合舎に加入し利

盆の増強を期し，一方開拓地に沿ける農道・重抜根・給排水・客土などの開拓建設玉事の

一部を組合事業として携営せんとの意向者三持っている。

4. 林牧提興組合

本組合設立は昭和26年11月でるる。とれば公けに認められていないが開拓地全員を

組合員とし，役職員は開拓農協のそれが策ねている。すなわち聞協と一身同体の組織で、あ

る。組合の規約もまだ作ーられて必らや，その業務については申し合せ程度の内容をもつに

すぎない。

本組合の目的は共有地の管理経替にある。具体的には，共同放牧，採草地の設定や無

立木地，散生地自治林や立木の管理が主たるものでる仇 山火防止にとくに意をと用いてい

る。もっとも山火は入植以来前後2回，開墾火入れの不馴れ不注意のために護生をみたに

止まり最近は全然被害を起していない。

，共有地のうち森林として経皆すべき分については経替案作製の意向を有するも， まだ

具体的に進んで、いない。

共有地は不可耕地で，いわゆる'附帯地に属するもので，その経替はとくに慎重を要し，

土地の保全を守り抜く範囲内で牧畜並びに林業上有効に使用されなければならない。

、o. 主要換金作物の生産甑況

イ.ピ戸 1ト

ビートは本開拓地に沿ける理想的管農形態である主畜農業経皆上，各嗣野よりみて扶

くととのできない農作物の一つである。すなわち，首地方の気温ほ他地方にくらべゐおむね

低いが，ゼ戸トはとの影響を受けるととが少左い。今年の如く低温冷害が著仁<，豆類の
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牧穫王子年にくらべ3分作なるにj ピ{ト除ほとんど苓年作と甲乙ない牧穫左上げている。

(標茶全体としては8分作)

ピートとしては沖積地帯をと最適とし， その鈷営地方としては沖積地帯少なく不利なる

も， 1.主主旨よく洪積地帯に於いて相営の枇量をえている，一例を上ぐれば，昨年度標茶管内'

にゐけるビートの多牧穫審査品評舎にゐいて1等賞をえているのをみてもとれを覗うとと

ができる。一方磯分内に烏ける製情工場は原料不足の関係よ!り工場能力の8警告jを充たすに

すぎや，しかも，その原料の8割はとれを北見管内に仰いでwいる現扶で， ピ戸ト増産は大

いに歓迎され、るととろである。

開拓地に烏ける作付面積は，昨年の4町5反に比し今年の割営面積は8町なりしも，

今年の低温乞務想し賓際には9町4反5畝を作付けした。 1戸乎均1反8畝弱にあたる。

牧穫量《は最高4，500，....，5，∞0斤で王子均3，幼0"，3;300斤， 3，000斤なれば確賓である。

播種.用消毒済種子は本年ほとくに日本甜菜製構株式合枇より無償にで反営り 4.5ポン、

ド配給され，手数と経費が節約された。更に，農家1、戸営り 2反以上作付し， ビート生産:

5，000斤以上のものtとは反営り 1，000闘の耕作手営を給する定たるも，賓際には作付者全

部に支給される五君主主旨また，作付と同時に作付反営り 1，0ω闘の前金が渡される。

ピートの慣格は上多和の開協にて品等を匿別せ示、1，000斤につき 3，050固でるる。土砂

引きは 1-1.5%である。

ほかに生産場所より捕柴開協まで原料運搬手首として弐の如く規定されている。

運搬距離1里まで 1，∞0斤につき 50国
M 〆 2 lj lj 60グ

" 3 グ " 70グ
" 4 " グ 90グ

グ 5 lj グ ]20グ

" 5里以上 " 11iOグ
生産者は生産額の 5%の手数料を合枇に，また積立金として 5%を聞協に牧める。

いま， かりに 1農家が3反のピ{トを耕作し， 反首り 3，000斤の牧穫とL1，000斤営

り3，仰O闘とすれば， その現金牧入は 3高闘となりi農家経済上換金作物としての憤{直が

甚だ大きい。

更に，ピート栽培は酪農面より志有意義で・ある。すなわち，ピ{ト牧穫時に生産さる

るピート・タップスは乳牛の秀れた飼料とし， そのままあるいはヱンシレ戸ジとして用い

うる。ピ{ト 1反耕作により生やるピ{ト・グツプスの牧量は赤クローパー 8献の生産に

匹敵する.ピ{ト・タップスは直接畑地に鋤き込むより，ー臆家高の腹内を通 Lて土佐厩

v 肥として利用するのが合調的である。更に，ピ{ト・パルフ。は合枇よ勿貰費をもって還元

配給を受けえられ， ζれまた牛馬の飼料として貴重繭される。 ビート生産2，200斤毎に 1
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梱 {16貫)のぷルプ還元あり，標茶癖渡し債格570闘で600固にて入手しうる。

ピ{ト牧穫後の畑地はきれいに清帰され， 穀物を後作ナる&き2曾iJD増i炊を期待し

うる。

事ナるにどートはその土地の気候風土に遁する作物種にして有力主主る農家の現金J枚入

源であるのみならや，その土地の経替形態たる主畜農業にマッチし，牛馬とくに乳牛D濃

厚飼料のーとLて好誼たる童葉往生産するので，将来は適地を選んでーより以上増産を期し，

農家粧済を充賓向上せしむべきでるる。

ロ・馬鈴薯

本開拓地に沿いては馬鈴薯はピ{トとともに低温なる気候に輔されや，むしろとれに

好通じて良好た成績を上げつつある。今年の低温もその生産に影響じていゑい。 とくに耕

作鹿k地なるため諸種病害より灘隔の蹴態にるり， とくに種馬鈴薯の生産は有力なる現金

牧入源として開拓農家の作物中重要な'地位にある。

今年白馬鈴薯作付疎定面積は約23町で・あるが， うち種芋の賓施済検査合格面積は第

18去の如くである。

V14 紅丸 計
側
一

m
m

検査合格面積とは支醸闘係者により第1回

は草丈5寸のとろパイラス検査，第2回は開花

のときにリング・ロットの検査を受けとれに合

格せる意味で，との反別が賓際に種芋生産にる

.18接 種馬鈴薯作付面積

第 1次原種岡

第2次原種間

採種岡 14.0 
やかる面積である6

種芋耕作については道より耕作補助金の支

給あり，耕作面積1反につき第1次原種闘は

1，500闘，第2弐原種聞は 500闘，採種闘には支給されない。

収穫旗定は反営り平均35依で，少なきは約25依である。種芋の債格ほ 1怯 (14貫)

晃静750闘， 紅丸650闘である. いまかりに反嘗り平均牧穫30依とし 1俵 700固とすれ

ば反首り牧入は21，伺oIJiIとなる。

一般に本開拓地に沿けるJ馬鈴薯反嘗り牧量多く成績優秀の場合40俵に及ぶ。 平均

して大体30俵の生産あり， 標茶の 18俵に比し5割以上多く， 北海道釜道の王子均22依に

封しても 3割以上多い。

種馬鈴薯の生産は嘗開拓地を除く標茶町全体よりも多量を占めている。友会，馬鈴薯

19 35.7 54.7 

の生産は堆厩胞の充分たる使用による肥培管理により， また裕光栽培'tJ.e'の技術的虞理に

よりこれを高むるととはた易い。

種字以外-o馬鈴薯は多く自家用とされ，加エせす3直接使用さるるものと，一旦澱粉t亡、

加工し後消費するものとある。澱粉は時に行商の菓子類と交換するととがある。
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開拓地内には現在澱粉製趨施設な<，近接の釦:別市街の工場に依存している。

鈴薯の澱粉含量により異なるも， 生苧5"，7怯より I袋の澱粉を受取る。 エ貨は却O闘で

原料馬

ある。

営開拓地内に工場を設けて自家製造するの可否については，澱粉工場の年間稼働期聞

の極めて短かい関係と，取り扱う原料敢に左右されるととろであるが，動力も自家生産と

かあるいは他より廉僚に供給を受けえられ，且つ，多量の澱粉生産高三期ナるときは賓現の

可能性があるが，現在はそこまで進んでいたい。

麻直ノ、.

特用作物にして換金貯としての亜麻はビートにくらべ甚だ魅力のない現献にるる。 E豆

構熟土佐肥反営り-300貫を施L耕作すれば反営り 3∞斤の牧量を上げうる。手年通約200

斤であるが営地で'は成績比較的良く，昨年は標茶管内に沿ける多牧穫審査品評舎に沿いて

念会前作の意味にで赤ク戸{パ{に亜麻種子反営り 2斤を捉播すれば，雑

草の費生も少なく，勢力少なくして相営vJ枚量を期待しうる。標茶町にては赤クローパー，

亜麻i昆播に封し反営り 50--1oom1の楠助金を出している。

今年の作付面積は昨年とほぼ同様約1.4町である。

良好のときは300斤をうる。生産物の等級は1等より 3等，等外とあり 3等の債格は100

斤1，1ω闘である。標茶では各等混み1，150闘である。

土地の生産力は施肥によってのみとれを補ゐねば麻椴;穫後は畑地に何もPをも還元せ七夕、

在らない0 ・

2等賞をえた。

反営り収量は千年作たれば2∞斤，

、係開産畜6. 

主畜農業経替を目標とする本開拓地にjないで，家者の飼養現況を知るためー寛表を示

家畜飼養毅

1戸平均殿区五日襲

但し( )はお年10月昭和27年6月

考

馬

乳牛

緬羊

山羊

豚

2 

表9
.
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
 

第

せば第 19表の通りである。

備

現在重量に幼審を含む

成牛29

以下今年の現在般は 1-3割増加の見込

2 

2-3 

1.6 (1.71 

0.9 (1.0) 

1.0 

0.5 

81 (93) 

46 (54) 

52 

類積

25 

1 

40 

υ2 11 

難を含まず11 580 ユワトリ

耕作用に供した

舛、に，種牝馬1及び種牡羊3繋留。

飼養大家畜中馬はもちろん主として役用で入棟俊比較的早く入手し，
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のであるが，現在lpにつき 1-2頭を所有し，平均1.7頭となりi完成時の1戸営り目標

2頭にすでに近接してきたととが知られるが，今後は耕作用に供するかたわら増殖を計っ

て直接買却による牧入を期待しうる。使用時のほかは冬期間も放牧している。

馬tc.比すれほ乳牛の飼育は嘗然後廻じにされたわけであるが，昨年は搾乳牛8頭にす

ぎたかったものが今年は成牛すでに却を教え，搾乳牛も現在27頭に及び異常君主進展をみ

せている。現在1戸営り 1顕を所有し 目標敢に達するには3-4年を要すると思われる

が，飼養管理の予完全を期さねば怒らない。

標茶町の全開拓地にたける1戸営り飼養毅 (28年2月現在) は0.5頭，標茶町は0.9

頭強 (27年8月現在)に比すると甚だしい陸選振りである。主主主旨根室， 1jJt1路雨間管内に沿

いては農家1戸営りそれぞれ1.3頭強， 1:0頭弱で，とれらを凌駕するのも聞もないととと

思われる。

牛馬ともその高舎は甚だしく粗末で，冬季間の寒冷を凌ぐには極めて不充分でるる。

甚だしきは多季間乳牛を戸外に放置して必るものさえある。とくにホルスタイン種乳牛に

沿いては，寒気のため健康を損じ乳量を激減する沿それが如、いから，単に頭数の増加を計

るより先や管理を充分にし高能率を上ぐるよう配癒すべきである。

現在飼養牛中には教頭の道貸付牛が含まれている。とれば生後10筒月の検茶掛幼牝

牛を返還ずる僚件である.自家産たると購入やたるとを問わない。

生産牛乳は開協の共同牛乳鹿理場(集乳所)で一括鹿理している。

本施設は昭和27年9月開協事務所脇に 1棟 10坪 (2.5問x4間)を経費24高闘粍て設

けセパレーグー 1牽を備付く。本品はクロ{パー・パグー株式台祉の無償貸興にかかるも

のである。そのほかの設備としてほ牛乳冷却槽及び加盟槽各1基である。'

集乳開始は昨年9月21日で，乳量少なく 3日に 1度操作をしたが， 1日賞り最多で4

斗であった。乳量の閥係上，本年2月初日をもって一旦中止したが， 本年6月5日より

再開し隔日に操作をしている。 1目白首り最高取扱乳量は2石に達し，咋年に比し異常な護

展振りを示した。調査営時は1日営り約1.5石を虚理しておった。営時搾乳牛は27頭で各

。ri1頭を搾乳していたが，来年よりは2頭搾撃Lしうるもの2戸以上がすでに議想されてい
る。友会取扱い生乳の脂肪含有率は2.6-4.1%の間にある。生乳に封し牧得されるクリー

ムは約1割で，クリ{ムの量に封し採取される脂肪量はた体その 1んに相賞する。

事牛はほとんEホルスタイン雑種で僅かにエイシ?円雑種もみられる。

分離したクリ{ムは園皆パスを利用し標茶騨まで搬出し， ととより貨王子〔使にで釧路の

クロパー・パター工場に搬入し7亡いる。

集乳所にて生産される脱脂乳は搬入量の85%を各生産者に1升6闘にで還元消化せ

しめている。とれは主として家畜の飼料とされ，家畜の生育や柴養保持に著しく貢献して
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いる。農協としてもかなりの牧入ど主主る。

集筑所の操作人員は男1，女事務員 1， 少年雑夫1の合計3入で，朝4時より約4時!

聞で島理する。操作員は開拓者及びその子弟で，手首は 1臼 600闘 (300聞， 100回， 200 

l員1)， 1月9，∞0闘を要する。

牛筑鹿理前の加温には角型水槽を使用す。燃料は石安で1日営り約100闘でるる。

工場にたける脂肪買入憤格ほ100匁 216闘であるから， 脂肪寧を3.4%とし1升500

匁とすると生乳1升37国弱とゑる。

2主主長9月中 18.21-9.20)の開協取扱生乳代は 137，682闘で，検茶料78原1，合粧への

積立金2%2，700 闘を控除せるものが一腹開協に牧得・される。 聞協では生坑の取扱い手数

料としてその5%を差引いて組合員に渡す?ととになる。

前記粗牧入を搾乳牛1頭宛にすると月約5，100闘となる。 一般的にみて 9月は搾乳

量に影響する僚件は~~むね良好で'あるが， とれより寒冷期に入り飼料も質低下し潤揮を

快き，管理上も不充分とならざるをえないとすれば，勢い乳量の減少を来たし，上記金額

を上げるととは営然困難と思われるが，堆厩肥の生産は別として，木茨代とともに開拓農

.家の現金牧入としては非常に重要な位置を占めているととが理解されるのである。

開拓地に~ける乳牛の能力は， その飼養管理の充分でないにもかかわらや，初産にて

1日1斗2-3升搾乳しうるものがるる¢

将来開拓農家1戸嘗り搾乳牛2頭，泌乳能力をかりに 17石，乳慣1升37闘とすれば，

年閣の組牧入]25，800闘となる。標茶町乳牛経済検定組合春分娩牛の27年度成績によると

能力平均22石，中標津では千均21石であった。夏秋の分娩牛は多期設備の不完全と飼養

一管理の不良のため筑量の減少はまぬがれないが， 17石は比較的控え目に推定した。

家畜中，乳牛の主'Ii飼料はデントヨーシ，チモシー，ォーチヤードー念Eの禾本科牧草，

クローパー(レッド，ホワイト，ラヂノ)，ルグパカ，ビート・グップスたどで野草も利用

される。本絡的サイロ使用によるヱンシレーチはまだ利用する域に建しでいないが， トレ

ンチ・サイロを使用のもの敷戸あり，成績は悪くないようで過渡的には趨営と盟、bれる。

標茶町にてはサイロ 1基建設に封L5-8千闘の補助金を支出している。

な沿開拓地の家者飼料確保の一端として間協の農産加工施設を整備活用し，カ日ヱ副産

物の利用を充分にせんと計肇している。

家畜の濃厚飼料としては調製混合飼料を用いている。とれば奏類D製粉1Jス，亜麻仁

カス，デントコーン，魚、粉などを混じたもので1夙8貫で債格1;100闘でるる.筑牛I頭

首り 1 月 1-L5~入者と使用している。濃厚飼料使用量は中庸で、あるがγ 冬季ほ乳量も減 t1tt

って濃厚肥料の施輿を減駿し乳牛を椿せしむる傾きがあり遺憾で‘ある。役馬にはエンパク

を興えているa
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牛の賀買債格は搾乳牛は泌乳量1升につき大体1高国!見営である。従って搾乳量1斗3-4

升のものは13-14荷風でるる。また2哉の牝.(生後10箇月位)は約6高闘である。繁購

買却による現金牧入も農家経済に大きく影響して来る。

/土地生産力増強に費する堆厩肥の取扱いは充分で、たい。尿溜や土佐肥盤石と具うる農家は

極めて僅少でaある。間協にでもとの黙に留意し補助金を交付してとれらの設置を促進し，

3千闘程度の資材(セメント，消石友)を交付し，・今後3年位の期聞に全組合員に設置さ

せる方針である。土佐肥盤などには屋根を設け腐熟を有効にすべきである。標茶町にても~;尿

溜土堆枠

乳牛の品種種.改善並び、に現在種牡牛を有してい2訟記い閥係土， 自然交配に要する時間及び

勢力節約の観鞘よりその繁殖は主として人工授精によるとととし，ヘ標茶の人工授精施設生

充分活用する方針の下に，開協にて必要器具その他者と準備し，更に将来は人エ受精土を常

置し優良種牡牛の血液導入を期している。、

現在交尾料金は2千闘で，受精するまで有効で、ある。人工授精料は 1回500慌}である。

J馬の繁績は現在標茶畜連の貸興種牡馬によっている。更新料300闘を含めて交配料金

は2千闘でbる。

以上;各種畜産振興方策遂行のため，同協にては28年度より飼養牛馬に封し1頭首り

6-800闘の家高特別賦課金を課しその薩費の一部に充てている。

J. 林難関係

イ.木表製造

本開拓地にゐける林水蓄積については概・況の部，植生の項にでいくぶん慣れたが，入

植嘗時の蕎積は充分これを詳かにしえない。道用地諜の立木寅渡し記録書によると，個人'

分として4.2高石 (45高3千闘)，開協分としては20高石 (183高島1¥，合計・買渡し石教は

24高2千石となっていた。

個人割営地の立木は開墾にl際し伐採掘取し，主として木茨製造に供し，一部良木は用

材として賓却し，自家用薪材には校保，枯枝君主Eをあてた。

決窯は多数入植の翌23停より漸次築造し，現在開拓地の炭窯総数は 40である。すな'

bち開拓地金戸数の約7割儀がとれを有している。現在の表窯は2-3回目の築窯である。

製表季節は 11月頃より春3，4月のいわゆる農閑期が最も利用さるるも，夏秋の間も農業

努働の時聞を割いてこれを行い現金牧入を計っている。

決窯は嵐!形にて直筏10尺，天井高約5尺俵，焚口に障壁を設けたものが最も多いが，

なかには後方の開ける角窯型のものもある。 1窯の製表量は300貫と稿せらるるも，賓際

にはそれだけ生産して沿らす~， -8貫入り 27，...;.，28依，多くて30依止りである。歩止りは大



く75) 

休日"，，14~援とみられる。とれば技術の酷よりもむしろ現在使用しつつある原料材の品質

によるととが大きいと思われる。すなわち開墾o支障木や倒木，採掘根株，枯木等kのこ

流材を多く使用しているためである。疋常な普通白安材を使用するととにより 1国営哲

製表量を増L歩止りを向上するーととは容易と考えられる。

製表回数は多季専業的にとれを行うときは月に3回，夏季の農繁期には 1田正その中

間季節にては約2回が普通である。

従来の製炭量はとれを充分詳かにしえないが，昨昭和27年11月より聞協にで出荷を

行うようになってから，その生産数量はほff明確にされている。(入植者は全部は共同出荷

していない)昨年10月17日第1回出荷してから今年10月1臼24回目までを総計し

4，9321去を共販している。 1回の出荷量は少なきは M俵，多きは711俵に及び、匝々でるる

が 1回の王子均出荷量は205怯となる。 主主主示月別に共同出荷量をみると第20表の如くで

ある。

各月に沿ける出荷量は必歩、しもその月の生

産量を示すものでなく，道路保件による搬出閥

係や換金の必要性その他により，生産期より b

る期間遅れてくるのは営然である。右表でみる

と5月より増加を示L.6月ほ最多で， 7，8月も

比較的多量で.a，る。

右記穂計俵敢につき 1俵平均310闘とすれ

ば金額総計1，528，∞0闘となり茨窯1基平均

38，200鼠!となる。 1年を通「やれば45刈)()闘を突

破し 1月営りには3，750闘能となる。 との共同

出荷も手数料として開協に 5%を牧めるが，手

第m事長

月別{回殴)司

10月及11月(2')

12月(1)

2月(3)十

s月(4)
5月(3)

6月(3)

7月(3)

8月(3)

9月(l)

10月(1)

. 
月別木炭出荷量

般量{俵)

234 

205 

477 

415 

519 

1，195 

667 

ω。
420 

110 

取りの現金取入が非常に多いととが窺われる。なた本年は耕種iの不作をカバーする意味に

て若干製表に力を注いだ傾向が認められる。

調在時における木表の山元債格は弐の如くである。

表袋、巾言及び品等 債格(国) 備 考'

角 俵 ナラ荒 3等 315 (1) 8貫俵

グ ナラ小丸上 345 (2) 本年2月25日までは 10闘安

IJ ナラ割， 2等 325 

沙 ザr ツ ヲ定 290 

主L 俵 ナラ?昆ミ 255 

IJ ザツ混 、、 235 
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生産木炭をと樹種別にみるとナラ8割，ザツ2轡lである。

農家所有の製表原木の保有量は各農家により異なり一概にいえたいが，今後1-2年

ないし5年以上を持萌しうるものとみられ，一般に各農家は薪茨材を温存し長くとれを

維持せんとの意向を布するが， とれによる現金牧入の減少は賞然耕種及び酪農牧入の増加

によりとれを楠わねば君主らぬと同時に，薪茨林の更新手入れによって燃材の確保を期し，

更に常時的の製衰の賓施を計らねばならない。とれには各自所有の薪農林整備のほか，共

有地の利用がクロ戸ズアッフ。されて来る。

、1回製安所要努力及び日教は

決材準備

連 材

設

火

決

伏 」込

、木炭取1:11

俵 袋

計

3日

0.58 

4-5日

38 

0.5日

1日

12-13日

男 3人

男 0.5人

男 1.5入

男 0.5人

男 1 女 1人

男 6.5女 1人

製茨日教としては約12-13日を要するとととなるも，炭化伏込の際は製茨に専f;fずる

必要なく，弐の製茨の茨材準備にも従事しえられるから 1回10日とみれば充分である。

また所要努力としては 1日10-11時間勢働で大体男6.5人女1入となるι

依装材料費は 1 依営り依代 32 闘，縄代 17~í.8 闘，計約 50 闘でめる。

な必開協より標茶騨前までの運賃は1依15闘とする。

開拓農家にゐける燃料消費は年間普通の薪材にて15.-16敷乞要するが，現在にては

多C枯損木，倒木，校保その他で間に合せている。

ロ.鑑林

個人有の耕地防風林並びに一般造林については数年前より徐々に着手されてきたが，

苗木入手難などであまり進捗していない。

一般造林の年度別賞施献jJi'は第21表の如くである。

耕地防風林としては昭和24年春季トドマツ 14，370本を 33戸で椋栽している。 2主主ーそ

のほか，標茶普林署苗岡よりトドマツ 3，∞0本カラマツ若干本を無慣にて交付を受け板栽

した。

治林用の苗木は多く週11路支障¥;f.f;務課へ斡椀をと依頼しているが，所要量は充分みたされ

ていない。特・ラド.にjないてはそのほかに多和にたける京都た壊演習林の所属苗岡を利用する

のも一法である.
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年度 京|樹 種 !?i戸毅| 考

昭和24年春 、1.5 r ..マツ 5ρ00 4o 

グ.秋 2.5 カラマツ 11，700 
f 

65 
査助，部苗霊木費斡5旋9;2申関込崎はのカ14.4弘8，54o囲の補

ラヤツ 17，500本，ト
ドマツ 2，500本，虹捌・機分内の分も含む

26 春 1.2 トドマツ 4，000 6 轡林署様奈苗圃より

27 春 11.3 カラマツ 41，700 
j せ童保定ず面積16町3反4畝なるも商木入手

28 春
カラマツ 30，600 トドマヅ 10，560本申込めるも入与手を含せず，
ヤチダ毛 2，500 屋敷林カラマツ各戸 300本づ むJ

グ 秋 カラマツ 2，800 
邑6 補幼金っき

(官製定〉 脊 380 

造林地の成韻は植栽地選定の不適正，緩栽後の管理上の扶陥，すなわち小家畜の放牧

による被害や野鼠駈除の不充分などにより必やしも全般的には良好でないように見受けら

れるが，今後は植栽本教の増加のみに力を注がや，植栽後の保護管理に高金を期すべきで

ある。

8. 開拓農家の費産棋況

本開拓農家個々の資産航況の内容は農家経済調査の項にゆやり，ととでは開拓地全体

としての資産欣・況θ概略を知るため繭柴開協組合員。貯金者と通じてみるとととナる。 もち

ろん部落民として標茶の主畜農業協同組合員として貯金しているものも若干あるがとれに

は慣れない。 2主主旨との額はあまり大きなものでない。数字は昭和28年3月31日現在で

ある。

1. 貯 金(黒字)

(lJ預入口敏 ¥ '13日

(2)預入規高 372，862園

(3) 預入残高1日蛍平均 28，682囲

(4) 1口嘗最高預入額 167，9J2閏 v

(5) 1口笛最低預入額 865簡

2. 貸越金{赤字)

(J)貸越口般 50口

(2)貸越残高 1，682，9畠4闘

(3) 貸越重量高1口賞平均 33，658商

(4) 1口蛍最高 131，639聞

(5) 1日賞最低 933困

3. 貯金，貸越総合計 (ー)l，:nO，062困

貯金1口議平均 (ー} 29，794圃
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4. 別口貯金在高 (61口)

別口貯金在高1口平均

3，050，016困

品0，000潤

〔備考〕 別口貯金協特別積立貯金と補しているも@で，開拓民個λのものと各部落(開拓

地の下銘組織たる昔日落)共有のものとあ!?，例えば今年は開墾補助金の2割を持別

積立金として控除することになってお!?，また共有地の林野牧入の残高なども個人

賞に積立之られる。本積立金は政府よりの借入資金返済のときは優先的に梯出しを

行うも普通の場合は組合議事舎，総舎を開きその議決を経て摘出しを行う如〈慎

重に取扱っている。

貸越金の口敗中には部落共有のものも含まれている。

上表につきみるに，組合員会体として普通貯金については黒字は 13口にナぎや，そ

の平均預入残高は28，700闘弱で，民封に赤字は 50口に及び1口営り貸越残高は.33，700闘

強を示し，とれを綜合すれば1口営り平均20，800闘の赤字となるも，別口貯金1口平均

50，∞0闘となり差引約30，000闘の黒字とたり，部落全体としては資産内容は佳良とみら

れる。友ゐ個別的にみる場合10敢高の赤字を布するも， その所有する犬家書類， 農機兵

類の資産を考躍すれば必やしも不良な費金扶態とはいえない。

IV. 農家経済調査

1. 調査農家の前歴

家族童文，作付面積，飼育家畜童文，皆農の成績及び、調査の便宜などの諸鞘を考慮して，

全農家56戸中 10戸を選んで、調査農家とした。

調査は訪問，聴取の方法によって，農業経営，家計・，など農家経済の全般にわたり，

昭和27年10月より昭和幼年9月までの 1年聞について行った。ただし，作付面積，農

産物のi炊穫及び販買量については28年のものを採用した。

各農家について，その出身地，前住所，前職業，入地年月なぎについてみると第22表

の如くである。

10戸dのうち， 8戸が満洲引揚者であり， そのうち.6戸までが元の捕柴開拓国員でる

る。 10戸のう，ち 7'戸が農業経験を有する園町

第22ft 〆出身地，入地前職業等

尚~-[蜘:4¥い 拘 6¥ No. 7[ No. 8 種 No..1 No.2 
JJd 

出身地 山形態 岩手厳 新潟県毒 新潟懸 山形燃 新潟軍事 山形綴.新潟婦

入地前
満祭州開場拓 向上 満阿倫州河 満繍 幾州 満禰 州柴 裏方 繍謝 柴州 続樹 州祭住所 1周

戦入:地業前 加農 工産 海軍 農業 農業 農業 農業 農商業 農業 農業
軍人

入地年月 紹22.4 昭22.4 踊22.7 昭22.4 昭盟4 昭22.6 磁22.4 昭22.4 昭22.4 劇卸A
一 一 一一」
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2.土地

各農家は耕地のほか，放牧保草地， 薪茨備林などの附帯地を含めて20町歩内外の土

地が開拓用地として配賞されている。各農家の土地の欣況をみると第23表の如くである。

第部署量 土 地 み 単位町歩

よ許可蜘~! No. 2!NO~-;F~:.-~! ~刊 6!NO. 7!~:.-~!NO. ; 
醍営地合計 21.0 20.0 20.0 20.0 20.0 .19.6 22.0 20.0 20.5 20.0 20.3 

開墾面積 8.0 6.3 5.0 8;0 5.0 5.4 5.5 • 4.1 4.8 3.1 5.5 

作付面積 7.8 5.9 5.1 4.9 4.6 4.5 4.5 2.9 2.9 2.4 4.5 

樹 林 地 8.0 5.0 14.0 10.0 14.0 13.0 10.0 10.0 9.0 15.0 10.8 

開墾面積は昭和28年9月末までの開墾面積を含んでいる@♂そのため，作付面積との

差が大きい農家ができている。また，昨年までの開墾地で不作付地となっている所もbる。

No. 3は作付面積の方が大きいが， これは作付面積のなかに，混播した作物の面積が含ま

れているためである。

樹林地とは配営地内で， との調盛時に森林拡・態を呈している面積の概要主である。

土地に闘して注意しなければならたいととは，配賞地が童女箇所に分散している農家が

あることである。とれははじめから20町歩配賞されたもので、はなく， 後に増反したので，

接績した所陀適地がなかったためでるる。 No.1， .No. 3， No. 4， No. 8， No. 10の各戸は2-4.

箇所に分散している。とくに No.8とNo.10とはかなり遠い所に配嘗地の一部がるり，経

替上不都合なととが多い。

土地は全面にわたって摩周火山友が壌土面に3屠をなし表土は樹植質壌土である。酸

性はるまり強4たい。酸土矯正は第24表に示される。l その他の土地改良は行われていない。

酸土矯正のための石荻施用面積はとれまでの延面積を示している.

.24襲 被土矯正の状況 単位反歩

h-51N011ぃ INo. 3 J No. 4) No. 5J No. 61 No. 7¥ No. 8¥--;;:;1副平均
せ晶玉 112 1 20 I 25 1 10 1}01 6 I 8 1. 71  ~ ¥ c 5 113.1 

3. 静働力

各農家の努働力についてみると第25表。如くでるる。

家族教の平均は 5.2人，ラち，女は2.4人でるるが，との開拓地の平均4.6人よりも多い。
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第25表勢働カ

よよ子事)No. 1 No.2 NO.3 尚 61拘 7)N~. 8 No.9 

家族教(人)
5 4 

f27 ) 
10 4 4 4 4 4 6 5.2 

(3) (1) (4) (3) (I) (2) (1) (3) (4) (2.4) 

自家雲業(入) 4 2 2 5 2 2 2 2 2 4 2.7 
従事費1:~ (2.t 、O) cu (2) (I) (1) (1) 、白} (1) (3) 、(1.4)

従賃事努日働鍛 (8) 30 25 31 100 30 島 一 15 65 τ 23 33.1 

特殊職業ぞの他 組役合員 協京防大役員農員火 事関負脇務防役員協 農記員記家簿帳 牛乳
慮理

}内は女

自家農業従事者数は2-5人で平均2.7人と在っている。とれほとの調査の期間すなわ

ち昭和27年10日より 28年9月までの聞に働いた者の貫教である。 No.7とNo.9のうち

の各1人が病気があザ充分に樹け君主かった。

賃勢働は 1年聞の延日教で各戸とも若干従事しているが， No.4とNo.8が研伐勢働に

それぞれ80日と 60日従事しているほかはすべて，組合その他の義務的出役で、あり，組合

役員が日営を貰って出席する曾議友、どの場合も含まれている。出稼ぎはない。

他の職業に専門に従事しているのは No.4の開拓農業協同組合事務員 1名のみである。

農業のための雇傭と被傭はほとんEゑいが，播種及び、牧穫の勢働ピーク時に開拓農家

・間の手偉い，茨窯作りの手間替えにど，勢働力の交換が行われるととがあるが， その日教は

少t;r.い。

飼養家畜が各戸とも相営に多く， 28年6月からは本格的に集乳を:開始したので，毎日，

養畜のために要する時間は相営のものであり(1日 1人2-5時間)冬季聞も必や要ずるわ

けである。また，夏季，耕種勢働の比較的閑なときや冬季は開墾や製表に従事するため，

努働の繁閑はあまり激し〈友い。とれらが9 糞勢働に出役するととの少ない原悶の一つでw

もある。

農業従事日教は開墾勢働及び製茨労働日撤ときびしく分離することができや，また家

畜飼育のための勢働日教を正確に分けて算定するととが困難なため，掲上するととを省い

た。月別勢働日量生も同様である。

1日のうち養畜，耕種，開墾，製表の各勢働に従事するとともあり， また，各種勢働

のどちらに入れたらよいか匝別のしにくい場合もある。例えば，伐木でも， とれは開墾の

ための場合もあり製表のための場合もあり，自家用薪のための場合もる札そのいやれを

も粂ねるとともるる。各項目別に持働日教を算定するととが困難左主な理由である。



4.・生産手段

土地以外の主友生産手段，家畜，農器共施設及び肥料についてみる。

家畜の飼育賦況は第26表の如くである。

第2611民家斎飼育状況

く81) 

単位旗

言¥類子宇¥番|ーjNo・1/尚・ 2/No・3/No・4/No・5/恥・ 6 No.7 No.8 N仏 9(肋 10/平均

h馬 1 3 3 2 3 2 3 1 2 2 2.2 
(1) (1) (1) (1) (l) (1) (1) (1) (0.8) 

牛
2 2 3 2 1 

4 1 
2 1 

3 2.1 
Oi (1) (1) (2) (1) (2) (0.8) 

豚 一 1 一 一 0.1 

緬 羊 I 5 1 一 3 2 3 2 3 2 2.1 

革島 15 45 14 13 40 5 6 20.5 

兎 r 3 I -ー 一ー 一 一 一 0.3 

)内は仔

. 

牛馬ともに仔を合めると平均2頭強を飼育している。各戸についてみると，馬は l-B

頭， 牛は 1-4頭であるが牛馬を合せると各戸とも 3頭以上で， 農家聞の所・有頭数の差は

顕著で、はない。 No.3の牛3頭のうち2頭ほ肉用牡牛である。

馬は No.1とNo.4を除き， 1也の各戸はほとんE放牧し， 一年中でも合飼の日教は少

ないa 開拓地上は馬の飼料として前過なミヤコザサで占められているので，飼料と持働力

の節約のために放牧るるいは繋牧されるととが多いわけである。役畜として使用される。

牛は合飼を原則とし，牧草地に繋牧するとともある。 No.I0は牛も全く合飼しないで

望書牧している一

大家畜以外では鶏と緬羊が普及している。

牛乳の集荷は昭和27年9月にはじめられ，その後間もなく乳量の闘係で‘中止され，

昭和28年-6月より再開された.

大農具の所有珠況をみると第27表の如くでるる。

手ガマ，手グワなどを含まない大農具のみで財産的憤値を有するものについてみたの

であるが，共同所有のものを除くとウネグテ，カルチベーグ噴謡器，撒粉器，ト{ミ，

脆穀機t;;..e'は1戸について平均 1壷P満たないが，プラオ，ハロー，馬車，馬樟は 1戸に

つき，千均1蓋あるいはそれ以上である。

道具の共同所有が庚く行われているととが第27表から窺われる。 とれば部落阜位毎

に行われているのが普通で、ある。
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£E21NMl NO2l恥 3j川 Nι51No.6jNo.71 Nι8~ 1 No. 9.1 No.10同
1 1 1 

プラオ 1 1 3 2共{同6)戸 1 1 2 2 (6戸 2 2 (6戸 1.4. 
共同) 共同}

1 1 1 
.>、 " 炉開 1 、1 2 2 (6戸 1 1 1 2 (6戸 1 2共(同6戸} 1.1 

共同) 共同}

ウネタテ 1 1 1 1 1 1 1 1 O.~ 

カルチ
1 1共(!同5)戸 1 

1 (5!'i 1 1 1 1 0.6 
ベ-~- 同共J

瞭霧器 3 (5戸 1 1 3 (5芦 2 (7戸
1 1 

1 2共σ同戸) 1共(同喧) 戸 2 1 (6戸 1 1{}同6戸 0.8 撒粉器 共同) 共同) 共同) 共同) 共)

トーミ 1 
2 (5戸 1 1 

2 (5戸
1 1 1 一 0.6 

共同) 共同}

脱殻機 1 
3 (5戸

1 1 
3 (5戸 1 1 1 

1 
0.7 共同} 共同) {動力用)

馬 車 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1・ 1.0 

馬 縫 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1.0 

自事事車 1 1 1 1 一 0.4 

パチパ，チ E 一 1 1 O.含
(2戸同共)

原動機 1
炭ガマ

その他 決ガマ 炭ガ 7
、ヵ') 1 作，抜、戸タJ方共，マ同0!暁~ -1-' カ
決ガマ | 炭ガマ炭ガマ 移動製

材機 1
破鏡 (3戸共同)

平均には共同所有のものは含まなU、。

ヨたに施設についてみよう。

施設としては住宅， 畜舎， 物置納屋などが主なものであるが，.その蹴況は第28去の

示すととみであるも

ヰヲ¥No.1 川 No.31 NO.41川 N仏 6r_:~O.71 No. 8 N~~NO.lO 
平屋 平屋

平木10坪屋積
平屋

平板 屋壁
平屋 平屋

平木15坪屋積
平木 屋積 平木' 屋積

住 宅 木積 板壁 木積 木積 木積
10~ 12坪 15坪 12坪 8.5坪 10坪 10坪 7.5坪

音 合
俄小屋 俄小屋 偲小屋 俄小屋 堀立 俄小屋 新築中 嫡立 サ シ

10坪 ]2坪 12坪 18坪 8坪 4坪 15坪 4坪 カ ケ

サ シ
サシ
上に 仮小屋

サシ
偲小屋 サ シ ザ シ サ シ サ シ

物置納屋 カケ カケ
カ ケ

4坪 含む 7.5坪 4坪 4主F カ ケ カケ :JJ ケ カ ケ

井戸 堆井肥場戸
トレンチ
流水

トレンチ

備 考・ 流水 流水 流水 サイロ サイロ 井戸 流水
流*" 流水

井戸
井戸

‘、
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住宅は No.2とNo.5の板壁を除くと，他はナベて， 丸太材を積み重ねた丸太小屋式

構造となっている。耐寒構造としては充分であるが，中には狭い住宅もある。畜舎・や物置

納屋はいやれも蝦小屋かa サシカケを利用じていて，その設備はまだ撃のっていない。

No.10は畜舎をもっていない。

鶏舎や風日は各戸共簡単で、あるが設備している.流7Kを飲料水に使っている家がまーだ

多い。燈火はすべて石油ランプを用いている。

トレンチサイ世を作ったものが2戸，土佐¥8巴盤を設備したものが1戸ある。

その他の生産手段ーとして重要なものに肥料及び薬剤があるが，過燐酸石友，硫安，加

里などの金肥の使用量は少泣くない。 とれは耕種現金支出のうち肥料及び

いζとでも知れる。購入金肥の使用量は第29表に示される。

過燐酸石灰

硫安

力日 里

.29表・購入肥料使用状況

遁燐酸，硫安は 1俵 10賞，加盟は1俵8貫であるu

単位争俵

13.4 
4.4 

1.6 

いま，かりに過燐酸石友は牧草畑以外のすべての作物に施用するとすると，千均反営

り約4.1貫となる.

堆厩肥の使用量は第30表に示す如く，千均2，伸O貫に満たない。馬が大部分放牧され

るので土佐厩肥の生産量は比較的少君主い。

鱒30表堆厩肥使用状況 単位貫

農家番波川11蜘 21恥 31尚 41No. 51 N仏 61No. 71 No. 81肋 91Nι101平均

堆肥同 I2，0∞|附~15，00015，000 12，000 I ~脚 j -1 700 11，000卜，870

5. 作付蹴況

作物の種類別作付商積をみると第31表の如くである。作付面積の最も多いのは牧草

で平均12.5反にも達するが，牧草を除くと馬鈴薯が最大で，平均で、1密IJf'e近く，とれに次

いでエンパク，ピ{ト，小委，飼料カプなどが多く，いやれも平均2反以上となっている.

馬鈴薯，エンバク，ビート，大豆， ト{モロコシ，イナキピ， デントコーンなどは各農家

とも耕作している。

との開拓地は馬鈴薯，ピ{トなどの根菜類が最も適して沿り，冷害といわれた28年
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第 31表作件状況(昭和28年) 単位反歩

£台ヂ No.1 No. 2INO. 3 [NO. 41 No. 5 No.6 No. 71 N~. 81 Noい10[平均
大 ヨ匡 2.0 4.0 一 2.2 3.5・ 2.0 0.3 1.0 4.0 1.9 

ヨ露 5.0 2.o 2.0 4.0 1.0 3.5 2.0 1.0 1.1'; 2.3 

一ソ ノ、e 3.0 3.0 4.0 5.0 3.0 1.8 

大 豆 1.0 2.5 5.0 2.0 1.5- 1.5 1.0 1.5 1.0 0.5 1.7 

豆 0.5 1.5 0.2 1.0 0.5 一 1.6 0.5 0.5 

楽 豆 3.0 4.0 1.0 2.0 3.0 1.0 1.2 1.0 2.0 1.8 

ト{モロコシ 1.0 2.5 1.0 1.0 2.0 2.0 0.8 1.5 1.0 1.0 1.4 

イナキピ 3.5 2.0 2.0 2.0 2.5 2.5 2.0 0.5 1.5 0.8 1.9 

馬 鈴 薯 6.0 5.0 4.5 5.0 6.0 4.0 4.0 3.0 3.0 4.0 4.5 

ピ ー ト 2.0 3.0 2.0 4.0 2.5 2.3 2.6 2.0 1.5 2.0 2.4 

ア でず 1.0 2.0 1.0 1.5 一 0.5 
エンノぐク 3.0 3.0 5.0 6.0 6.0 4.5 3.5 3.5 1.0 3.0 3.8 

デ、ントコ{ン 1.5 1.0 1.5 1.0 3.0 3.5 1.0 2.0 1.0 1.5 1.7 
〈、

ヒ コ巳 5.0 3.0 4.0 3.0 一 1.0 1.5 1.8 
¥ 

ノレタノ〈カ

飼料カプ
2.5 2.0 2.3 2.0 4.5 1.0 1.0 2.5 2.1 

野菜{カポ 3.0 2.5 2.5 5.0 2.0 2.5 1.0 2.0 3.0 2.0 2.5 
チヤを含む)

線 肥 2.0 1.5 一 0.3 

牧 草 35.0 15.0 20.0 9.0 2.0 12.0 17.0 7.0 6.0 1.5 12.5 

l …-I-~;.;T -~;.o Iωo I 46.2 I 44.8 I 4~.;r -28.8ドムTム]刷

も牧穫は千年作に近く，後に述べる如く耕種牧入の大部分となっている。

牛馬の飼育頭童文が多く，主畜農業を目標としているため.牧草をはじめ，、エンパク，

デ、ントコーン， ヒエ，飼料カプなどの作付面積が大きい。 とれらの飼料作物の合計と作付

総面積との割'合をみると第32表の如くである。

第32表 飼料作物は作付軍事 % 

農家赫!日ょ丙坐竺P4¥No. ? 1い 61No. 71 No. 81 No. 91 No.101平均
飼料作物 I 60 1 41 1 56 1 45 37:1 54 1ω1  50 1 37 39 I 48 
の作付塁手 1 uv t 'U  1 uv t "" 1 ." '1 uoz t . "" t uv t .， ， 1 ..." 1 

飼料作物の作付率は最低37%，最高60%，平均48%となっている。

6. 農業牧穫とその商品化

農業経皆の諸保件すなわち，土地，持働力及び生産手段についてはすで、に述ペた。ま



( 85 ) 

た，作付面積は第31表の示すととろである。

号だにその牧穫と商品イじをみるとととする。

28年は冷害の気味で，豆類や萎類の作柄は悪いが，馬鈴薯やビートは平年作に近い。

昭和28年の牧穫量は第33表の通りである。調査時に未収穫のものは強想によった。

また，生食するもの，青刈りするものなど数量をとI日佐に測定できないものなEは除いた。

第33表農業牧穫 単位俵

弓デヤ|肋 11Nι2¥ No. 31 No. 41 No， 51恥 61No. 7) Nι~I~川平均
大 ヨF 。。 11 一 6.6 7 2 2 8 4.0 

ヨ匹 7.5 2.5 4 8 1 7 2 1.5 3 3.7 

ソ ノぐ 6 7.5 6 一 15 7.5 一 4.2 

犬 豆 0.5 2.5 7.5 2 1.5 1.5 1 不詳 青刈 不詳 1.7 

楽 豆 4.5 8.0 1 2 6 2 1，2 2 2 一 2.9 

イナキピ 5 4 6 4 2 5 3 1 1.5 1 3.3 . 
h骨S 鈴 薯 120 125 180 150 150 120 120 75 9D 100 123.0 

ピ{ト(斤) 6，000 7，500 6，000 16，000 .7，500 5，700 8，000 6，000 4，500 6，000 7，320 

ア マ(斤) 420 400 300 480 ]60 

Tザ)(I)の
ヒ ;r. t壬泊ミ 3 8 9 不詳 3 3.0 

エンノぐタ 17 14 6 18 18.6 

各作物の平均反収穫をみると第34去の如くである。

作物 17I121ソ(ゐ1737I1日zt九7hJV
平均反牧1 2.1 1 1.6 ¥ 2.3 1 0.9 1 1.6 I 1.7 2内ωoI 266 1 1.7 i 4.8 
ヨたに農業収穫の商品化についてみると，馬鈴薯， ピート， フヨ?マとそれに雑穀の若干が

販買されるにすぎや，他の作物はすべて自家消費されるか，物々交換されるわけである。

馬鈴薯の一部は澱粉として自家消費される。

農産物の販費量は第35表の如くである。

J馬鈴薯は総収穫の約31%，ビート，アマは全部販買されるが，その他は雑穀が少Lば

かり販買されるにすぎない。平年には雑穀の販費量はもっと多いe

いま試みに，作付面積に換算し.て農業収穫の商品化至容を計算してみると，雑穀類を除

いて馬鈴薯， ピート，アマの三者で妓買された分の'作付面積は，平均4.3反である。 とれ

ば作付合計‘の平均 45.4反の約 10%にあたる。すなわち，総作付のうち約1割が販買され
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.35表農産物の販費量
iT虫1No. 1 1 No. 21 No. 3 No.8 

馬鈴薯(俵) 40 30 70 40 60 30 60 20 10 20 38 

ビート(斤) 6，000 7，500 6，00()" 16，000 7，500 5，700 8，000 6，000 4，500 6，000 7，320 
→ J マ(斤) 420 400 300 480 160 

その他(俵} ← 
楽豆 大豆 野菜 楽豆

ソノマ 雑穀
5 4 6巴l砂 10 I 2.2 

， 

るにすぎないととになる。しかし，すでに述べた如く作付面積の48%は飼料作物たので，

とのうちのどれだけが畜産物となって商品化されるかがわからないので， げんみつな意味

で、の商品化軍事は算定するととが困難で、ある。

いやれにしろ，馬鈴薯とピートとアマの販買代金が耕積現金牧入の大部分をたしてい

ると止は第14表によっても指摘されるc

• 7. 農家 i肱入

ととで農家収入とは農家の現金収入をさす。現金のi政支が農家経済のすべてではない

が，現物経済は正確に把握するととが困難であるばかりでなし とれを経替と家計に分離

するとともむやかしい。現金経済は現物に比すれば把梶が容易である。農家の経済を全体

としてみようとする場合には現金の収支のみでするととが可能で唱あるばかりでなく便利で、

もある。

農家の現金牧入を耕種，家者，林業，賃努{動，補助金，保険金，特殊職業その他の牧

第36表農家現金牧入 単位100闘

よ一\農別家\番ぐ目~IN 可 No. 21 No.. 31;:. 4INO~~1 No. 61 No. 71 No. 8[ No. 9川平均
耕種救入 516 663 891 970 事35 402 828 336 205 336 

598 
(24) 

家者救入 183 1'14 .242 220 415 555 182 487 71 46 
257 
(11) 

林業牧入 2，170 620 1，100 1，240 72O 1，230 930 704 1.225 770 I，(O州71 

賃勢働牧入 105 30 690 105 15 53 615 24 9 
165 
(7) 

補助金』投入 400 220 140 220 380 240 
160 
(7) 

保険金牧入 500 200 (720 ) 

特の殊他職J/X業 4ci 162 741 120 一 180 
125 

そ入 J
→ (5) 

1;- 計
¥ 3.374 1 2•山
)内は%
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入に分けてみると第36表の如くである。

表中， 耕種収入とは第35去に示した農産物の販買代金である。 家畜牧入と林業牧入

の内容は後述する。(第38，39表j

賃勢働牧入はNo.4とNo.8が林業賃努働(冬季)により各6高闘を得ている他は，す

べて組合その他への義務的出役で‘ある。楠助金牧入は開室長補助金で，保険金牧入は家斉の

共済保険金である。特殊職業その他の牧入には役員の日首なども含まれている。

現金牧入は最低134，100闘，最高386，100闘し平均244，600闘であるが，最も多いのは

林業収入で最低62，000閏，最高217，000闘，平均107，100闘に建する。耕種牧入，家斉牧入

がとれについで、多いが，耕種:牧入と家畜牧入とを合せても林業i投入よりも少ない。

いま，‘耕種牧入と家者i炊入を合せて農業牧入と1---.一方賃勢働牧入，補助金牧入，保

険金収入友ぴ特殊職業欣入たど?を合せてその他の牧入としてー・括し，農業，林業及び、その

他の各牧入に分けて百分率をみると第37表の通りである。

第37表 農家現金牧入比寧 タ4

tF3l…~e;-1 No. 3怖い ~U[NO.61 NO.7[怖い 91NO.lO/.L/'-均
農業救入 21

林業救入I64 

その他救入 I15 

合計 I100 I ~~OO I~ 

33 

42 

25 

51 

46 

3 

35 

29 

36 

18 

80 

2 

100 I 1OO I 10O 

35 

44 

21 

I 100 

第 16表によると，農業牧入は21-54%，平均35%であるが，.林業牧入は28;....80%，

平均44%で最も多い。農業牧入が最も多い農家は4戸であるが50%を越えるのは2戸に

すぎない。林業収入が最も多いのは4戸であるが， そのうち3戸は50%を越える。 また

林業牧入が農業牧入より多い農家は6戸である。 その他の牧入は平均21%である。 その

他の牧入が最も多い農家は2fiであるが，そのうちNo.2は5高闘の保険金収入， No.41主

職員給料約7高闘があるためにその他の牧入が多くなっている。

現金牧入では林業牧入が最も重要な地位を占めているととが明白で、ある。

家畜牧入と林業牧入の内諜は第38表，第39表，に示す通りであるが，家事牧入のう

ち，家高責却のNo.6は馬の賓却で，他は山羊と緬羊である。牛乳は先に述べた如く本格

的に集乳がはじまった6月から9月までの分なので金額が少なく平均13，400国であるが，

今後は現金収入中，最大のものと友るととが期待される。鶏卵は大部分自家消費または物

々交換されるが， 10戸中7戸が販費している。 とくにNo.5とNo.8は家高牧入中鶏卵販

買代金が最も多く，それぞれ24ρ00闘， 30，000闘に達する。

家斉収入が耕積牧入より多い農家はNo.6，No.8の2戸であるが， No.61主馬の買却，
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No.8は鶏卵の販買によるものでるる。

2・38表家害救入 単位100闘

言¥芋ぅ[恥 1[ No. 2 [ No. 3 [ No. 4[…I No. 61 No. < No. 81…No.10 1平均
家審質却 一 30 300 35 一 一

36 
(14) 

牛乳販費 74 172 190 175 155 152 152 71 46 134 (62) 

鶏卵販賓 30 100 70 一 240 100 30 300 87 
(34) 

合 計 ) 183 )川 242 220 川5引利引 46 257 
(100) 

}内は%

林業J投入は木表の販買代金が大部分であるが，薪及び、用材の販買もある。数量は後に

林野利用紙況の所でのぺる。これらは自家の配蛍地内にある樹木を伐採したものであるが，

主として開墾作業に件なって伐採される樹木を原料としている Q

第39表林業牧入 車位100関与

種ア恥 1I No. 2[ No. 3 [ No. 41 No. 51示ト 7[ No. 8 [ No. 9[ No.10 !平均
質製挽材 185 用材販費 600 130 100 300 575 
150 (17) 

薪阪貿 一 500 180 239 30 95 
(9) 

木炭販賓 2，170 620 930 620 930 930 465 620 620 791 (74) 

1l- 計
2ベ叫ん…引 7…ィ竹OI1m(100) 
)内は%

8. 農家支出

農家の現金支出を，耕種，家事，J休業，生計・，租税及び、臨時費に分けてみると第40去

の如くである。

表中，耕種，家畜及び生計の各支出の内需については後に説明する。(第42，43， 44表)

林業支出はその大部分が木表の包装費である。原木代金や築窯などは過年度に支出さ

れているので，とのなかには含まれていない。 したがって林業収入をうるための支出は賞

際には第19表に示されたものよりも，いくらか多くなるわけで・ある。

租税は，町民税，家事税，馬車税，固定資産税などで，所得税はほとんどない。臨時
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第 40表農家現金支出 単位 100闘

h戸ぅ"NO.1 N~.~ 1 No.-~ [NO. 4-[NO. 51恥 61No. 7 No~ I-NO. 9 
耕種支出 373 384 469 420 410 485 518 282 287 

420 
(17) 

427 家斎支出 251 335 391 635 312 821 360 476， 242 449 (17) 

林業支出 420- 120 180 ]20 180 180 90 J20 177 
159 
(6) 

生. 計 費 933 910 999 2，867 1，133 1，051 762 1，177 1，055 748 1，(14684 ) 

キft 続 41 30 49 30 31 54 17 15 36 (2) 

臨 時 費 30 262 700 { 50 180 242 
(10) 

lιt 計 !叫ん山
}内は%

費とは結婚，法事，病気，放行たどに封ずる不時の支出で経常的でないものである。

現金支出は最低li6，6oo闘，最高520，8001Ji1，平均244，800闘でるる。 最も多いのは

生計費で平均116，400lJilであるが，各戸ごとにみても最も多くなっている。とれについでF

家畜支出と耕極支出が多いが， 平均では雨方がほぼ等しくそれぞれ42，000回， 42，700闘

である。

林業F支出は 10戸中， 9 riがあり 9，000......42，000国，平均 15，900闘であるが，木農の生
産量にほtf'比例している。

臨時費は平均して 1戸営り 24，200岡にもなり，軽闘できない。

いま，牧入の場合と同様に，農業支出，林業支出及び、その他の支出に分けて，百分率

をみると第41表の如くである。

第41表 農家現金支出比率 % 

48 21 33 45 34 43 30 40 35 

林業支出 20 4 5 6 7 4 7 9 6 

生計費その他 50 52 75 62 49 59 53 63 51 59 

合 言十 I 100 1 100 1 100 1 100 1 . 100 1 100 -1 100 1 100. 1 1001 10~1~~ 

第 41去によると，生計・費などが 49......759杉，平均59%で最も多く，農業支出は 21......48%，

平均35%でとれについで、いる。;休業支/:Mは牧入の比率が多かったのに比して，最も少な
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く.4-20%で平均 6%である。 No.1の20%を除くと各戸とも 10%にみたたい。

各戸毎にみても，い歩、れも生計費などが最も支出多く，林業支出が最も少ない。

‘耕樟，家畜及び生計の各支出を更に細分して内需をみると第42表，第43表及び第 44

表の通りである。

耕種支出のうち，農器具費は農器具の購入修繕費であるが， プラオ，ハロ{などの大

農具の購入がかなり含まれている。種苗費は馬鈴薯の原種，原々種，デントコ{ン，牧草，

野菜種子などが主主主ものである。組合員捨金は，調柴開拓農業協同組合及び、標茶主畜農業

協同組合の賦課金である。物品購入手数料は開拓農業協同組合を通じて購入した物品に封

第42農耕種支出 思位 100困

主15 No. 51 No. 61 No. 71 No. 8 No. 91 No.10 1平均

64 
農器具費 49 27 135 66 11 67 65 23 (15) 

種 苗 費 65 48 94 113 80 100 108 127 22 54 
'81 
(19) 

肥料剤及び 174 219 199 213 208 164 182 240 93 165 
186 

繋費 (44) 

組合賀搾金 13 13 20 12 "13 18 13 20 13 12 
15 
(4) 

物品購入
14 15 21 20 15 17 '18 22 12 12 

16 
手・鍛 料 (4) 

版 費 費 58 62 104 45 93 44 99 33 18 21 
58 
(14) 

1t 
計 I 3判7問川3イI_~叫84イ4バI 5刊7児引3リl叫川~8錨5イ1一~恒片竺282竺竺82竺2一一一一一一今一一プU哩型
)内は%

第43表家畜支出 単位100困

種、ア~~I ~o. 1 I No. 21 No. 31 ~o. 41 No. 51 No. 61時 7 No.10平均

家南購入費 50 14 ]20 380 180 38 7 79 (18) 

飼 料 費 65 94 54 337 131 171 60 293 82 364 165 (39) 

家帯保険料 30 50 46 10 30 15 30 17 35 10 27 (6) 

そ ロコ 他 156 141 277 168 151 255 90 128 125 68 
156 
(37) 

合計 I~ 引 3911 635 1 3]2 r 821 I 360 I川利引{部
)内は%
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第44表生 計 費 単位100園

tE空No.11No. 21 No. ;) N~~~rNO. 5 防 61No. 71 NO.-8) No.-~ 
食費|512 533 497 1，819 522 472 468 454 667 
{町郁子品を含む) (57) 

住居費 13 14 16 29 54 16 12 24 24 40 
24 

{燈火費を含む) (2) 

家具什器費 20 65 46 302 60 24 26 10 17 31 60 (5) 

衣 料 費 190 159 230 300 240 360 130 143 206 
(18) 

教育繁，修養 88 
娘費

101 60 122 163 91 83 85 .60 50 66 (8) 

交 主直 費 29 29 10 30 24 7 36 30 48 34 (3) . 
交 際 望号 14 16 54 64 64 28 14 64 24 14 

.36 
(3) 

衛 生 費 54 3'4 24 94 42 44 20 90 42 47 
49 
(4) 

l日h 計 9引幻671州1，叶
)内は%

する手数料であり，販賓ずる場合にもf政炊される。普通ともに債格の 5%でるるが，種子

購入のときは種子によって異なるがこれより多い。販責費はとの手数料と包装費が主なも

のでるる。

耕種支出の平均は 42，000~11でるるが，このうち肥料及び薬剤費が最大で平均 18，600 [rt] 

である。各戸毎にみても肥料及び、薬剤費が最も多くなっている。

家畜支出についてみると，家畜購入費のうち No.6とNo.7は馬を購入している。

倒'0.7は馬を交換し，その足し金として支出した)。他はすべて緬羊と鶏である。金額でい

えば，鶏は少額でるる。飼料費は主として配合飼料， ピ【トパルプ，藁，牧草，野草，ヌ

ヵ，盟などであるが，その他に脆脂乳の還元首醜告がある。 その他は種付料，診療費，装蹄

料，馬具費などである。

家畜支出のうちでは，飼料費が最も多く平均 16，500闘である。

生計費についてみると，第晶表の示す通りであるが， 食費が最も多く， 生計費合計

の平均116，400闘うち 66，700闘で57%に建ずる。食料は一部分しか自給できないので，

各戸とも主食の配給を受けている。衣料費が食費についで多く平均20，600闘となってい

る。衛生費には岡民健康保険の保険料が含まれている。
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9. 牧支封照及び貯蓄負債

1年聞の農家の現金牧入及び支出は既越の通りであるが" !&支を封照してその差額を

みると第45表の通りである。

現金の牧支に沿いて赤字になったのはNo.4，No.7， No.9及ぴNo.10の4fiである。

24，100 ml-134，700闘の赤字となっている。黒字は6，700闘-132，600闘である。

.45表現金救支重苦照 単位100固

牧

支

差
-2 

平均すると， 200闘の赤字で， vまぼJ炊支相つぐなっているとみて芸支えない。

各農家の赤字の原因をさきにあげた現金収支の諸表より考えてみると， No.4とNo.7

は臨時費をそれぞれ10高聞と 7高闘を支出している。 (No.4は結婚，族行，法事， No.7は

病気その他)従って，との2戸の赤字は大部分を臨時費に員っていると考えてよいと思う。

またNo.4は家族教が多く， 生計費が多いととも， その原因であろう No.9とNo.10は

農業牧入が極めて少なかったのが一つの原因と考瓦られる。.(No.9とNo.10の農業収入は

それぞれ27，600闘， 38，200闘である。 その作付面積はそれぞれ28.5反， 24.3反で最も少

ない)。

農業牧入によって金支出をつぐたっている農家は1戸もなしい示、れも林業収入，そ

の他の牧入に依存している。 No.1は林業収入のみによって金支出をまかなっている。

いま，農業のみの現金収支を封照してみると第46去の如くになる。

農業牧入

農業支出

差額

農業のみの現金収支をみると，作付面積の比較的小さい No.6， No. 8， No. 9及び

No.10の4戸が赤字となっている。 その額は 17，100[t¥1-35，4oo闘である。 他の6戸ぽ

7，500闘-51，800闘の黒字である。平均では 800U員!の黒字で，農業収入と農業支出とはほ

ぼ同額とみてよい。すなわち，農業収入はようやく農業支出をまかなう程度である。
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したがって，生計費その他の支出は林業収'入と賃勢働その他の牧入によって，大部分

まかなわれているといいうる。

林業J炊支についてみると林業牧入の平均107，100固に封し，支出は平均15，的O闘で，

その差額は 91，200闘となる。

ーたに貯蓄及び員債の扶況についてみよう。

昭和28'年9月末現在の貯蓄及び員債の扶況は第47表の通りである。

第47表貯蓄と賀債 単位100園
¥一襲安4・ ~I ~I-一一一|一一一寸 1"'-1--1 一一下 | 

種 i¥務 No.1J N仏 21No・叩仏 .41No・51N仏 6!No. '11 Nι81No・9INo.10.1平均
貯蓄11，3351 6'10 1鰍 1''10 1 5151 9'1 1 35 1 109 I 15 I 15 13'1'1 
頁|盟咋引-i - -1 2，050 1-12001 -1600 1 500 11，000 1倒
政府資金1'160 I 4'10 1 制 16511 側|四11，'1681 回1I 6881 叫 '106 
債!計 1'1601 4'101制 12，'101 1 6291ω1 I '168 11，221 11，188 I酬|別

貯蓄の種類は開拓農業協同組合預金，簡易保険，郵便貯金と組合出資金であるが，開

拓農協に封ずる預金が大部分である。平均して37，700闘で， 最高は No.1の 133，500闘で

ある。

員債は管農資金，特別融資金などの政府費金を除くと， 10戸中 5，戸にあり， 20，000民l

-205刈)0闘である。 借入先は主として開拓農協であるが， その他に個人かちの員{責も含

まれている。政府資金は昭和22年以来のγ純資金，住宅資金，家者費金及び農具資金の

合計-である。政府資金の平均は 70，600闘である。

10. 林野の利用獄況

農家の現金経済に沿いて林業牧入のしめる地位については， とれまで趨ぺてきたと乙

ろで明らかとなったが， ととで、は農家がいかに林野を利用しているかについてみることと

する。

林野が農家の生活や農業経替に密接なつながりを有し， いろいろの役割りを果してい

るということは，容易に考え6れるととであるが， との開係は現金J投入の如く数量で表現

するととは困難である。

との開拓地にゐける林野の利用方法として，先や放牧ないしは繋牧用としての林野が

あげられる。 との地方の林野の林床は主としては馬の飼料として好適なミヤコザサで占め

られ，馬の放牧に趨ナる。すでに述べた如く， No.1とNo.4を除く他。農家は，馬は役畜と

して使用する時以外はほとんど放牧または繋牧によって飼育している。勢働力と飼料の節
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約に資するととろ大であるo

ーたに，飼料または畜舎のシキワラ代用となる野草の採集;地としての林野が考えられる。

またとD草ほ場合によっては堆肥の原料となる。林野はこのような採草地ともで役立つと

とろ少なく泣い。

放牧採草は農業経替の面への林野の貢献でもるが，この他1'1:，農家の生活からみてみ

のがしえないものに薪がある。北海道の農村に必いて生活費材としての薪の重要性はいう

までもないが，との開拓地では，現在のところ， 自家用の薪としてはほとんど開墾に伴走主

って生やる伐採木白根株や枝僚を利用している。

森林の土地保全上あるいは防風土の効果などはあらためでとくまでもない。

林野D利用欣況をみると第48表の如くである。.

第48表林野利用状況

サヲ No.l No.2 No. 31 No.4 
カラマツ カラマツ Iカラマツ

カラマツ|カラマツ
遁 林 トドマツ

カラマツ
トドマツ白310岡0本1楊. トマヅ

カラマツ

700本 600本 4反 3.5反7反 2町 ，.000本

2.5田丁
採 草 1，00.0賞 500貰

1.5田了
1∞貫 4.0.0賞 2町 3.0.0貧

1町
切0貫 45.0'貫 1，.0.0.0貫 4.0.0貫

関誌E地 3町 3町 開発E地一林部使i炭脅用放牧聖書牧 2町
一林部使演習用一用部地関使脇用 10町 2町 9町

5町

版費用
7.0.0俵 200俵 3.0.0俵 鉛0俵 3.0.0俵 3.0.0俵 15.0俵 2.0.0俵製- 決

阪賀用 3，.0.0.0本
1，2.0.0本 一

'1，1.0.0本 5シキ製薪 1.0シキ 18シキ

阪賓用
一 2.0.0石 5.0石 重主量 1.0.0石 23.0石用 キ寸 不詳

No.10 

カラマツ

3ω本
ヤチダモ

岡本

l.fi¥ltf 
4.0.0貫

7町

2.0.0俵

浩林は各戸とも行ってMる。最も多いのは約2町歩に主主する。ほとんどがとの2，3年

聞の造林でるる。造林の成績はともかくとして，主主林をしようとする意志はすべての農家

にみとめられる。

表中，放牧採草地として利用した面積は昭和28年のものであるが，その面積を全面ー

にわたって利用。したというのではなし利用医域の範囲の大凡の面積を示したもので，個

々の農家によって土地の蹴況も異なるばかりでなく，賓測したのでもないから，正確とは

いえない。 2主主示，特別にととわってある以外はすべてH己配営地内の面積を示している。
製表，製薪及てE用材は昭和28年9月までの1年間の賓績である。 い十・れも， さきに

述べた如く，開墾の過程に従ってで、てくる伐採木.を利用してゐり，特別にそのために樹木

を伐採した例はすくない。用材は立木に換算した石敷を示す。主主主~，一部には人を傭って
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製薪または匙材(用材)させ，その賃金の代りに薪を興えている場合がある。

v. 輔接開拓地の調査綿括

以土重宝項にわたり設速した捕柴開拓地の調査結果ほ戎の如く総括される。

(1 ) 本開拓地は川上郡標茶町字上多和にあり，根釧原野の一角でるる1iJ11網線標茶騨

のほぼ北方約10kmの地黙に，南北に長〈のびた2，350町の一大園地をなし， そのほぼ中

央を地方費道路が縦貫し，職後の北海道の開拓地としては極めて息まれた位置にある。

(2) 地勢は地匝内にiOll路川の支分流が多く南流してやや錯雑する傾きるるも，海抜

は主子治むね60-148mにて丘陵的波般地帯をなし，平坦あるいは綾傾斜の農耕適地も少な

くない。土質は摩周岳による火山友性土壌でj火山友唐が3屠にわたり壊土間に挟まれ，

主主上部は腐植質壌土をなし土居も浅からや，地味も比較的良好で、ある。酸土矯iEの必要は

あまり大きくない。

(3) 気候はもとより根釧地帯の類型に麗し，農期間の気温は他に比しやや低いが多.

は割に高い。無霜日教は標茶市街のそれより約1週間短かく 110日位である。夏季の日照

時童文は札幌，帯蹟よりはるかに少ないと思われる。降雨日教は夏期は札幌，帯庚より多い

ようで低温の因となる。霧日教は根室町，釧路市の学ば以下とされ農作に犬きい影響はな

い。積雲量はあまり多く君主く冬季馬は放牧される。

要するに気候上の臨路は低温にあるが甚だしく低いわけでは君主い.

‘i4) 交通は開拓地内を園管ノ〈スが1日2往復して地利がよい。生産物販費及び生活

物資購入の最寄り市場は標茶市街である。教育は小， 中犠校は1校ゃっ地面内にdうる。醤

療施設は地直内に全然なく標茶町に依存している。一般に照明，娯紫，修養等θ厚生文化

施設はもとよりいまだみられたいが，開拓地の住宅は比較的良好である。

，5) 本開拓地ほ格戦までは陸軍軍馬補充部川上支部の一部をなし，主として軍馬の
放牧に使用されていた。初入植は昭和22年4月で，同年3回にbたり 48戸が入植し，そ

の後毎年1-3戸ゃっ増えた。現在開拓者組戸数回，人口 259でるるが， とれまでの離農

者は僅かに 2戸，離農率4%に足らや，とれを標茶町の全開拓者の離農率22.5%，多和地

匿金開拓者の離農率41.8%に比すると格段の相異で成績優秀で、ある。

入植者の過半が満刑引揚開拓国員で，そのうち繭柴開拓国員最も多く，指導屠の統制

枠蒙よろしきと相まち，開拓民の圏結も強く開拓意欲も旺んである。

(6) 本開拓地は全面積え.350町あり，うち個人割営地1，100町，共有地(繭柴間協)

1，250町である。

個人割営地は 1戸営り大体20町で， 開畑見込面積と採草放牧並びに薪長用樹林地合

計とはほぼ相宇するものと思われる。共有地はいわゆる附帯;地的性絡のもので，耕作不適
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地で牧畜及び林業上に使用さるべく，その管理上土地保全に重賄の置かれるべきもので

ある。

(7 ) 本開拓地の理想的費農形態は主畜農業である。とれは本地匿の気候，土質等の

自然的保件より師納されると乙ろで，すでに入植の首初よりその棋にそうで推進されて

きた。

( 8) 開墾面積は27年度は228町， 1戸平均4.3町， 28年度は283町となり開畑議定

面積に封し開墾率5割1分に達し 1戸営り・5.0町でるる. 標茶町全体の開拓地の開墾至容

は35%に充たや， 1戸平均では3町7反にすぎない。 (28年2月)

(9) 28年の作付糖、面積は230町で作付事82%を占め 1戸平均4.3町であるが最'

高は8.5町に及んで、いる。 昨年の標茶町全体の農家1戸営り作付面積3町6反及び同町管

内開拓者1戸営り作付面積3町に比すると成績はなかなか良い，

(10) 作物の種類ぼ普通のものを網羅じてるが，特に飼肥料作物の作付けは45%を

・突破し，家畜の飼養，土地生産力の増進に意の用い!ちれている詮とである。特用作物たる

ビート，アマは昨年は3%飴， 今年は 4%を上廻った。 馬鈴薯は今年ほ10%主主るも昨年

は16%であった。

各作物の反牧は標茶町に必けると大同小異なるも，馬鈴薯や特用作物は割りに多いo

(11) 雑穀類も一部換金オるも，主要なる現金牧入掘はピート，馬鈴薯 U特に種芋)，

アマである。ビートは本開拓地の立地保件並び、に理想的経替形態たる主畜農業に最もマッ

チした換金作物である。馬鈴薯も気候に趨し，事肘年:底』て地なる故に種芋生産の意義が大

きν、。

アマは前二者に比し大きな魅力は持たれてない。

(12) 大家畜たる馬ほ現在 (28年)幼畜を含み 93頭に達し， 1戸平均1.7頭となり目

標頭数2にすでに近づいてきた。現在はもちろん主として役用なるも，近い将来には増殖

寅却による牧入を期待しうる。

牛は 54頭を算じほとんど 1戸営り 1頭に近しとのうち成牛は29である。目標教は

2--3頭なるも，比較的容易に貰現しえられると思われる。 昨年は搾乳牛8頭なりしに今

年は一躍27頭に上り， 現在ほ 1戸1頭搾乳するも，来年は2頭以上搾乳するもの2戸が

すでに知られている。

ぶ家畜も比較的多く飼養され鶏卵で・多数の現金をえている農家もある。

、(13) 昨年9月に聞協の共同牛乳鹿理場が設けられた。本年9月分の牛乳代は 137，ωo
闘に近く，搾乳牛1頭営り月約5，100闘である。 一農家にて2頭を搾乳するものとすれば

12高以上の粗i投入となり，現金牧入の最も有力なるものとなろう。(家畜の支出閥係は農家

経済調査の項参照)
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(14j 犬家畜， とくに乳牛の飼養管理 4特に多季)は充分でなく営然泌乳量に影響す

る。また，堆厩肥の生産庭置も不完全でるるが，本間協，標茶町にてもとれに意を須いて

いる。増殖はほとんど人工授精により品種の改良，時間及び勢力の節約を期している。現

在は標茶の施設を用いてるも，ー将来は聞協にて人工授精土を常置する濠定である。

(15) 林野の利用は主として木表の製浩販責による現金牧入を計るのと，飼料並びに

堆厩肥とする野草の採取が主で，時に用薪材を寅却するものもあるQ 林野が防風林として

農業牧穫を高め，土地保全に役立つ無形的効果の面は欄れなかった。

(16) 木業の製浩販費は開拓の現段階に主甘いて最も大きい現金牧入源で， とれにより

耕種や畜産牧入の不振をカパーし，開拓初期の危機を緩和するととができたと思われる。

現在実窯締敢'40を教え，全戸数の7害IJ飴がとれを所有する。 1窯1年聞の粗収入は約

45，000闘と見られる。

(17) 農家は今後は立木を温存する方針であるから，木表牧入は営然減少する。 とれ

は耕種，畜産牧入の増加により容易に補われうるが，薪長林を整備しその生産力を増強す

るとともに，共有地の利用を合理的に進め林業牧入をも計るべきであるー

(18) 耕地防風林，一般浩林及び屋敷廻りの林木の植栽は2-3年来熱心に賓施して

きているが，苗木の不足などで充分でなく， また植栽場所の不適や植栽後四管理の不充分

のため思わしく友いものも相営ある。

(19) 開拓農業協同組合は多数入植の翌23年すでに結成され，役員の適正熱心なる

指導啓蒙により，開拓農業の推進母体として健貰た歩みをつづけている。本開拓地が入植

後6年にして，前誌に向って明るい見透しをもちうるのは同協に員うととろが大きい。

(20) 林牧振興組合は公認のものでないが，開協と一身同体をなし，共有地の合理的

管理を目指している。共有地整備の如何が開拓地経替の全般に及ぽす影響の大きい離から，

との組合の活動も忽せにできない。

(21) 開拓地全体の資産扶況は繭柴開協の貯金のみを通じてみた場合，預金13口，

373，000岡，貸越は 50口， 1，683，000国.二者を親、合して 1口営り赤字20，800闘なるも，

別口貯金1口営り 50，∞0民lあり，差引きして 1口嘗り 30，000闘の黒字を示す。

(22) 入植以来昭和23年より同27年までの5年聞に融資された各種政府資金の締舗

は4，380，895固となり，うち現金でるる一般営農資金は 1，993，740闘，土壌改良資材として

は220，715固にすぎない。

また開拓民に交付された補助金は住宅分 (22年より 27年まで)は6，894，148闘，開墾

には6，579，979闘(岡管開墾費を含む)合計 13，474，127闘となっている。

2主主詮園費及び、地方費による農道建設には3，386，∞0闘が支出されている。

以下は農家経済調査の分である。
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(23) 配営地は乎均20.3町で， そのうち， 昭和28年9月までに 5.5町が開墾され，

昭和28年には4;5町が作付けられている。 作付面積は2.4町-7.8町である。樹林地は平

均して10.8町である。

配蛍地が敷筒所に分散している農家がるり，替農上不都合なととが多い。

。4) 家族教は4人-10人で平均5.4人で， そのうち2人-5人平均2.7人が自家農
業従事者重量である。

賃勢働従事日教は1年に5日-100日，乎均33.1日で，林業賃勢働に従事したのは2

戸にすぎない.

製表，開墾及び養畜努働がかなり多いために，賃勢働従事日教は少なくなっているも

のと忠われる.

(25) 仔の童文を含めると馬の飼育頭数は千均2.2頭， 牛は2.1頭で， 大家畜の頭数は

少なくない。各戸間の所有頭裁の差は大きくたい.馬はほとんど放牧される。

細羊と鶏の飼育が普及している。

(26) 農器具の所有数ほ平均してプラォ1.4蚕， ハロ-1.1蚕などで， 必やしも少な

くないが，充分とはいえない。共同所有が普及している。

(27) 住宅はともかくとして，畜舎，物置の設備が充分で、はない。

(28) 肥料の施用量は少たくないが，堆厩肥の使用紙況は充分で、ない。

(29) 作付面積の37-60%，平均48%は飼料作物でるる。個々の作物についてみる

と馬鈴薯が最も多く，乎均4.5反で，で紐、作付面積の約10%である。

馬鈴薯，ピートが適作物である。

(30) 作物の反牧は，例えば，馬鈴薯27依，ピート 3，050斤，大奏2.1俵，小委1.6

俵，エンパク 4.8怯，で豆類ほ極めて悪い。 28年度はJ馬鈴薯， ビートを除いてすべて作柄

が悪い。.

(31) 農産物の商品化率は低い。 馬鈴薯の 319杉， アマ， ピートの全部と若干の雑穀

が販寅されるにすぎない。

(32) 農家現金牧入に沿いて最も多いのは林業収入(主として木表販責)で28-80%，

平均44%である。

耕種牧入，家畜牧入がとれについで、多しあめせて21-45%，:平均35%である。賃

勢働，補助金，保険金牧入などは比較的少ない。

(33) 家畜1投入のうち，最も多いのは，牛乳販買代金であるが金額は平均13，40()闘で

比較的少ない。とれは本格的集乳がはじまったのが28年6月のととで6-9月の4箇月分

でるるからでるる。(しかも全戸が4筒月ではない。 4箇月集乳は 3戸でるる。)今後は現金

牧入の最大の源となるととが期待される。
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鶏卵は犬部分自家消費あるいは物々交換されるが，農家によっては家畜牧入中最大の

ととろもある.

(34) 林業牧入は，木茨販賓が大部分である。用材，薪販賓がとれにつれ製表は 1

戸を除いて各戸とも行っている。林業牧入の平均は10高慢l以上になる。

(35) 農家現金支出にたいて最も多いのは生計費で，とれに租視と臨時費を加えると，

49-759杉，平均599杉である。家畜支出と耕種支出がとれについで、多しあわせて21-48

%平均35%である。林業支出は平均6%にすぎない。臨時費が軽硯できない。

(36) 耕種支出のうち最大は肥料及び薬剤費で， 平均44%である。'農器具のなかに

は，大農具の購入費がかなり多い.

(37) 家畜支出では飼料費が最大で平均399杉である。 家畜購入費は， 馬及てX緬羊の

購入が大部分でるる。

(38) 生計費では食費が多く， 衣料費がとれにつじ それぞれ， 57%， 18%である。

(39) 現金収支を封照すると，平均で収入244，600闘，支出244，800闘で，差引き

200闘の赤字である。赤字農家は 4戸である。赤字，黒字の最大はいやれも 13高鼠l壷と

なっている。平均でみると牧支相つぐなっているとみてよい。

(40) 農業のみの現金牧支をみると，乎均で牧入85;500闘，支出84，7∞闘，差引

800闘の黒字と友っている。平均すると，農業牧入と農業支出はほぼ同額とみてよい。作

付け面積の比較的小さい農家が農業牧支で赤字となっている。

生計-費その他の支出ほ林業牧入と賃勢働その他の牧入によって犬部分まか友っている

といいうる。

(41) 貯蓄の平均は 37，7{)0岡，最高は 133，500闘である。 員債は政府資金の平均

70，600国，その他43，500闘である。

(42) 造林が虞く行われている。

採草，放牧は農業経皆上重要であるが，林野はとの商でも，かなり重要で，よく利用

されている。

結雷

本開拓地は経皆形態の目標を主畜農業に置いて出費した。 しかし営時の極度。食糧難

に加えて，生産手段の確保も資金面より制約されて容易で友く，従って，開墾作付けの進

捗を妨げたが， との聞にるって開拓地上に存した比較的豊富な立木を利用して製炭に従事

し，多額の現金収入をえて皆農の不振をカパ戸し，生計の資にdうて，開拓初期段階の危機

を切り抜けるととができた。林野からの林産』枚得が替農の維持，推進に極めて大きな役割

りを果したととは明白念事賓である.



(1帥〉

君主主示，また同時にとれには開協の活躍も興って力あったととはいうまでもない。

かくして年を重ねるうち，紫迫せる情勢の漸弐緩和さるるとともに，生産手段たる家

畜，農機具等の資本財の蓄積も徐々に進み， とれに伴ない開拓普農も軌道にのってきた翻

泊2ある。

現在大家畜の飼養頭数も目標n:近づいてきたe 搾乳牛もすでに27顧の多きに上り，

集乳所もうくられ，牛乳による現金J投入は木表に弐ぐの最有力なものとなり， とれからの

農家牧入に会いて占めるそのウェイトは逐年増大するととがうかがわれる。

飼肥料作物の作付け率もなか君主かに大きい。

一方ピ戸ト，馬鈴薯なEの趨作物の作付けも順調に増して換金作物の役目を果しつつ

ある。

現在本開拓地の皆農AA態は必やしも一概に良好とはいえないが，すでに開拓7年にし

て理想形態たる主畜農業の基礎が形作られつつるるととが知られ，前途に明るい希望をい

だかしむるものがある。

従来，家畜の飼養面にたいて林田が野事採取や放牧に貢献したととはいうまで、もなく，

将来畜産牧入の増加を期する鴬にはいよいよとれを集約に利用せねば主主らないが，林木蓄

積の減少をみせてきた向後，林産牧入が農家l枚入に沿いて従前の重要性を持ちつづけえな

いとしても，現在の林木はで・きるだけ温存し，個人共有地を問わや未立木地は遺林撫育し，

将来の多角経替に備えねばならない。

要ナるに，本開括地に沿いて，林野はいろいろの悪僚件下に主畜農業経費を比較的短

かい期聞に確立させる矯の過渡的段階にjないで，林産利用を通じて大きな役割りをと果しつ

つあるばかりでなく，今後も皆農内部に取り入れられて，有形無形のそのはたらきを通じ

安定した農家経済を樹立させるととに役立たしむるととが望ましく，また絶封に必要で・

ある。

Summary 

“Emergency Development" has been adopted and promoted as a state policy of 
Japan in the p部 t-warperiod，but it is very di伍叩ltto cr，伺旬 ahappy and suα:essful 
おrmingcla田 whop慨 essesa田nseof security under the present s∞ial-economic 
situations. 
It is not an exaggeration to田.ythat the ∞nnection between farm management 
and the utilization of forest lands is加 intimatethat farm management伺 nnot be 
farther developed without subsidiary use of forest lands. 
At present， the physica1 and social-e∞nomic conditions of the lartds now awaiting 
development are generally of very low grade. Ac∞，rdingly， to operate th田elands 
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successfully from the view points of farm economics， a11回>rtsof rea剖 nableand 
fitting means and facilities must be employed. 

Taking up onIy the farm management in relation to the use of forest lands， an 
important problem is offered for solution. 
We. have studied “The Iyasaka-Kaitakuchiぺanewly developed 紅白， that is 
∞nsidered to have been rather suc団関fullyoperated， and have striven to make clear 
in what form and to what degree the utilization of forest lands has加en∞ntributing
to suαe路 infarm operation in the primary stage of development. 
The investigations reveal that the伺shincome from char∞al making utilizing 
the timber， of which there was a relatively plentiful s凶 ldon the lands to be c1eared， 
has ba1anced the lack of inωme from the unfavorable conditions of management， 
and has been ∞ntributing very much toward the es祖国ishmentof an ideal form 
of livestock farming in that町品
Sin田 thestanding timber is now decreasing rapidly， it is not expectable that 
in future there will be much more伺 shin∞me from forestry than agriculture and 
livestock breeding. However， the writer believes that it is highly necessary to link 
forestry with farm management， and to make use direct and indirect of for，白tlands 
in order to erect and to stabilize diversified farm operations. 


